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詞林　第65号　2019年4月

一
．
序一

．
一
．
は
じ
め
に

　

古
代
日
本
語
の
「
サ
テ
」
は
指
示
副
詞
「
サ
」
に
接
続
助
詞
「
テ
」

が
付
い
た
形
式
を
持
ち
、
副
詞
、
接
続
詞
、
感
動
詞
な
ど
と
し
て
は
た

ら
く
。
副
詞
と
し
て
は
た
ら
く
「
サ
テ
」
は
、
多
く
は
連
用
修
飾
語
と

し
て
は
た
ら
き
、
そ
の
場
合
に
は
、「
サ
テ
」
の
前
部
に
「
サ
テ
」
が

指
示
す
る
具
体
的
な
内
容
が
見
ら
れ
る
。（
以
下
、
用
例
は
全
て
『
日

本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
か
ら
採
り
、
頁
数
は
該
当
す
る
用
例

の
掲
載
さ
れ
て
い
る
頁
を
表
す
。
傍
線
は
全
て
発
表
者
に
よ
る
。
傍
線

は
「
サ
テ
」、
波
線
は
「
サ
テ
」
の
前
部
に
あ
る
「
サ
テ
」
が
指
示
す

る
具
体
的
な
内
容
を
指
す
。）

（
1
）
男
の
童
の
、
こ
と
な
る
こ
と
な
き
、
草
木
ど
も
に
た
た
ず
み
あ

り
き
て
、
さ
て
、
言
ふ
や
う
は
、「
こ
の
木
に
、
す
べ
て
、
い
く
ら
も

あ
り
く
は
、
い
と
を
か
し
き
も
の
か
な
」
と
。（『
堤
中
納
言
物
語
』「
虫

め
づ
る
姫
君
」、
四
一
五
頁
）

（
2
）
ま
た
、
こ
の
男
、
正
月
の
つ
い
た
ち
の
日
、
雨
の
い
た
う
降
り
て
、

な
が
め
ゐ
た
る
に
、
友
だ
ち
の
も
と
よ
り
、
か
く
ぞ
い
ひ
た
る
。（
歌
）

春
雨
に
ふ
り
か
は
り
ゆ
く
と
し
つ
き
の
年
の
つ
も
り
や
老
い
に
な
る
ら

む　

さ
て
、
そ
の
友
だ
ち
の
久
し
く
訪
れ
ね
ば
、（『
平
中
物
語
』
五
段
、

四
六
四
頁
）

（
3
）
夜
は
安
き
い
も
寝
ず
、
闇
の
夜
に
い
で
て
も
、
穴
を
く
じ
り
、

垣
間
見
、
惑
ひ
あ
へ
り
。
さ
る
時
よ
り
な
む
、「
よ
ば
ひ
」
と
は
い
ひ

け
る
。
人
の
物
と
も
せ
ぬ
所
に
（
略
）
そ
れ
よ
り
な
む
、
す
こ
し
う
れ

し
き
こ
と
を
ば
、「
か
ひ
あ
り
」
と
は
い
ひ
け
る
。
さ
て
、
か
ぐ
や
姫

の
か
た
ち
の
、
世
に
似
ず
め
で
た
き
こ
と
を
、
帝
聞
し
め
し
て
、（『
竹

取
物
語
』、
五
六
頁
）

（
4
）「
改
ま
ざ
る
も
の
は
心
な
り
」
と
の
た
ま
へ
ば
、「
さ
て
『
は
ば

か
り
な
し
』
と
は
、
何
を
言
ふ
に
か
」
と
あ
や
し
が
れ
ば
、（『
枕
草
子
』

第
四
七
段
、
一
〇
六
頁
）

中
古
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
『
転
換
の
サ
テ
』
に
つ
い
て

―
接
続
詞
の
「
サ
テ
」
に
向
か
う
も
の
と
し
て
の
―

百
瀬�　

み
の
り
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
古
代
語
の
「
サ
テ
」
の
意
味
機
能
を
明
ら
か
に

す
べ
く
、
本
論
で
は
上
記
の
よ
う
な
副
詞
と
し
て
は
た
ら
く
「
サ
テ
」

と
は
異
な
る
、「
サ
テ
」
の
前
部
に
「
サ
テ
」
が
指
示
す
る
具
体
的
な

内
容
が
見
ら
れ
ず
、そ
の
前
後
部
で
話
題
が
変
わ
る
位
置
に
現
れ
る「
サ

テ
」
に
注
目
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
サ
テ
」
を
『
差
し
込
み
の
サ
テ
』

と
名
付
け
る
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
差
し
込
み
の
サ
テ
』
は
話
題

接
続
詞
的
用
法
を
以
て
は
た
ら
く
も
の
と
、
感
動
詞
的
用
法
を
以
て
は

た
ら
く
も
の
と
が
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
百
瀬
（
二
〇
一
八
ｂ
）
で

既
に
論
じ
た
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
前
者
の
接
続
詞
的
用
法
を
以
て
は

た
ら
く
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
注
目
し
、
こ
の
よ
う
な
「
サ
テ
」
を
『
転

換
の
サ
テ
』
と
し
て
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
よ

う
な
『
転
換
の
サ
テ
』
が
古
典
散
文
作
品
に
お
い
て
、
そ
の
前
部
ま
で

の
内
容
を
承
け
つ
つ
、
文
脈
を
一
旦
切
る
位
置
、
つ
ま
り
文
頭
に
置
か

れ
、
新
た
な
物
語
、
章
段
、
話
題
な
ど
の
始
ま
り
を
示
し
、
話
の
場（

（
（

を

転
換
さ
せ
る
機
能
を
も
っ
て
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
、
中
古
の
対
話
文
、

消
息
文
か
ら
既
に
見
ら
れ
て
は
い
た
が
、
中
世
の
対
話
文
、
消
息
文
に

ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
．
二
．
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　

古
典
語
の
「
サ
テ
」
の
転
換
の
用
法
を
扱
っ
た
先
行
研
究
に
は
西
田

（
２
０
０
１
）
や
岡
﨑
（
２
０
０
８
）
な
ど
が
あ
る
。
西
田
（
２
０
０
１
）

は
『
源
氏
物
語
』
の
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
転
換
の
用
法
を
以
て
は
た
ら

く
例
は
地
の
文
に
は
見
え
ず
会
話
文
に
は
使
用
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
、

岡
﨑
（
２
０
０
８
）
は
（
発
表
者
注
：「
サ
テ
」
の
転
換
の
用
法
を
以

て
は
た
ら
く
例
は
）
地
の
文
で
も
会
話
文
で
も
見
ら
れ
た
と
述
べ
て
お

り
、
両
者
の
主
張
は
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
両
者
が

各
々
の
論
中
で
用
い
る
「
転
換
」
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
意

味
を
改
め
て
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
両
者
と

も
「
サ
テ
」
の
副
詞
的
用
法
、
接
続
詞
的
用
法
、
感
動
詞
的
用
法
の
三

用
法
の
通
時
的
な
変
化
に
つ
い
て
論
じ
て
は
い
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
用
法
の
変
化
が
起
こ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
①
古
典
散
文
作
品
中
の
「
サ
テ
」
の
用
例
中
に

お
け
る
『
転
換
の
サ
テ
』
の
位
置
付
け
。
②
『
転
換
の
サ
テ
』
が
発
生

し
た
経
緯
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
述
べ
て
先
行
研
究
を
補
う
こ
と
と
す

る
。

二
．
考
察
『
差
し
込
み
の
サ
テ
』
に
つ
い
て

二
．
一
．「
サ
テ
」
の
用
例
数

　

ま
ず
、
古
典
散
文
作
品
中
の
「
サ
テ
」
の
用
例
数
を
確
認
す
る
。

　
（
表
一
）
は
本
発
表
で
資
料
と
し
た
中
古
の
、（
表
二
）
は
同
中
世
の

古
典
散
文
作
品
に
見
ら
れ
る
「
サ
テ
」
の
用
例
数
で
あ
る
。
用
例
は
「
サ

テ
」
が
現
れ
る
文
中
の
位
置
の
別
に
よ
り
、【
地
の
文
・
文
頭
】、【
地

の
文
・
文
中
】、【
非
地
の
文
・
文
頭
】、【
非
地
の
文
・
文
中
】
の
別
に

示
す
。
こ
こ
で
【
非
地
の
文
】
と
は
、【
対
話
文
】、【
心
内
話
文
】【
消

息
文
】
を
指
す
も
の
と
す
る
。
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資
料
名
は
表
中
で
は
略
し
て
示
し
、『
大
和
』

は『
大
和
物
語
』、『
平
中
』は『
平
中
物
語
』、『
落

窪
』は『
落
窪
物
語
』、『
枕
』は『
枕
草
子
』、『
源

氏
』
は
『
源
氏
物
語
』、『
堤
』
は
『
堤
中
納
言

物
語
』、『
浜
松
』
は
『
浜
松
中
納
言
物
語
』、『
住

吉
』
は
『
住
吉
物
語
』、『
と
り
か
へ
』
は
『
と

り
か
へ
ば
や
物
語
』、『
保
元
』
は
『
保
元
物
語
』、

『
平
治
』は『
平
治
物
語
』、『
平
家
覚
一
』は『
平

家
物
語
』・
覚
一
本
、『
平
家
天
草
』
は
『
天
草

版
平
家
物
語
』、『
狂
言
』
は
『
狂
言
集
』
を
指

す
。（
以
下
同
。）

　

ま
た
、
本
論
の
用
例
は
「
サ
テ
」
に
注
目
す

る
も
の
で
、「
サ
テ
ハ
」、「
サ
テ
モ
」、「
サ
テ
ゾ
」、

「
サ
テ
ナ
ム
」、「
サ
テ
コ
ソ
」
な
ど
の
「
サ
テ
」

に
副
助
詞
、
係
助
詞
が
付
い
た
形
式
は
考
察
の

対
象
に
含
め
な
い
も
の
と
す
る
。

二
．
二
．「
サ
テ
」
の
分
類

　

こ
こ
で
ま
ず
「
サ
テ
」
の
用
例
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
く
。
本
論
で
は
、
古
典
散
文
作
品
中

の
「
サ
テ
」
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

①
．「
サ
テ
」
前
部
に
、
そ
の
実
態
が
語
的
・

位置
資料

地の文・文頭 地の文・文中
非地の文・
文頭

非地の文・
文中

計

『大和』  38  0  1  0  39

『平中』  35  5  4  0  44

『落窪』 　4  1 16  3  24

『枕』  27  7  8  2  44

『源氏』  17 11 39 36 103

『堤』 　0  1  5  0 　6

『浜松』 　2  1  4  5  12

計 123 26 77 46 272

（
表
一
）
中
古
散
文
作
品
中
の
「
サ
テ
」
の
用
例
数

位置
資料

地の文・文頭 地の文・文中
非地の文・
文頭

非地の文・
文中

計

『住吉』  28 0 　3  2  33

『とりかへ』 　0 1 　4 11  16

『保元』 　0 0 　4  3 　7

『平治』 　4 0 　1  0 　5

『平家覚一』  29 1  34  5  69

『平家天草』  44 3  27  2  76

『狂言集』 　0 0  92  1  93

計 105 5 165 24 299

（
表
二
）
中
世
散
文
作
品
中
の
「
サ
テ
」
の
用
例
数
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文
的
な
要
素
と
し
て
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
対
象
と
、「
サ
テ
」
後
部

と
の
関
係
付
け
を
行
う
「
サ
テ
」。（
こ
こ
で
は
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る

対
象
の
部
分
に
、
波
線
を
付
し
て
示
す
。
以
下
同
。）

　

①
―
Ａ
．
文
中
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」。

（
5
）「
雨
い
み
じ
う
降
る
を
り
に
来
た
る
人
な
む
、
あ
は
れ
な
る
。
日

ご
ろ
お
ぼ
つ
か
な
く
、
つ
ら
き
事
も
あ
り
と
も
、
さ
て
濡
れ
て
来
た
ら

む
は
、
憂
き
事
も
み
な
忘
れ
ぬ
べ
し
」（『
枕
草
子
』
第
二
七
四
段
、
四

二
五
頁
）

（
6
）
さ
て
少
将
わ
今
し
ば
ら
く
も
念
仏
の
功
を
も
積
み
た
う
ご
ざ
れ

ど
も
，
都
に
待
つ
人
ど
も
も
，
心
も
と
な
う
ご
ざ
ら
う
ず
る
ほ
ど
に
，

ま
づ
ま
か
り
上
る
：
ま
た
こ
そ
参
ら
う
ず
れ
と
言
う
て
，
亡
者
に
い
と

ま
ご
い
を
し
て
，
泣
く
泣
く
そ
こ
を
た
た
れ
た
．
草
の
か
げ
で
も
さ
こ

そ
名
残
を
し
ゅ
う
思
わ
れ
つ
ら
う
：
さ
れ
ど
も
さ
て
あ
ら
う
ず
る
こ
と

で
な
け
れ
ば
，
そ
こ
を
た
っ
て
同
じ
三
月
の
十
九
日
に
少
将
わ
鳥
羽
え

明
か
う
つ
か
れ
た
．（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
一
・
第
十
一
、
七
九

頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
副
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。

　

①
―
Ｂ
1
．
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」。（
こ
の
「
文
頭
」
と
は
、

話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
以
外
の
文
頭
を
指
す
。）

（
7
）「
か
れ
は
、
い
と
あ
や
し
き
人
の
癖
に
て
、
文
一
く
だ
り
や
り
つ

る
が
、
は
づ
る
る
や
う
な
け
れ
ば
人
の
妻
、
帝
の
御
妻
も
持
た
る
ぞ
か

し
。さ
て
身
い
た
づ
ら
に
な
り
た
る
や
う
な
る
ぞ
か
し
。」（『
落
窪
物
語
』

巻
之
一
、
九
三
頁
）

（
8
）「
此
神
輿
か
き
か
へ
し
奉
れ
や
」
と
僉
議
し
け
れ
ば
、
数
千
人
の

大
衆
、
先
陣
よ
り
後
陣
ま
で
、
皆
、
尤
々
と
ぞ
同
じ
け
る
。
さ
て
神
輿

を
先
立
て
参
ら
せ
て
、
東
の
陣
頭
、
待
賢
門
よ
り
入
れ
奉
ら
む
と
し
け

れ
ば
、（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
一
・
神
輿
振
、
八
七
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
も
副
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。

　

①
―
Ｂ
2
．
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」。

（『
引
き
取
り
の
サ
テ（

（
（

』。）

（
9
）「
こ
の
鹿
の
鳴
く
は
聞
き
た
う
ぶ
や
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
さ
聞

き
は
べ
り
」
と
い
ら
へ
り
け
り
。
男
、「
さ
て
、
そ
れ
を
ば
い
か
が
聞

き
た
ま
ふ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
女
ふ
と
い
ら
へ
け
り
。（『
大
和
物
語
』

一
五
八
段
、
三
九
四
頁
）

（
10
）「
あ
れ
は
い
か
な
る
鳥
居
や
ら
ん
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、「
春
日
大

明
神
の
御
鳥
井
な
り
」
と
申
す
。
人
多
く
群
集
し
た
り
。
其
中
に
法
師

の
頸
を
、
一
つ
さ
し
あ
げ
た
り
。「
さ
て
あ
の
く
び
は
い
か
に
」
と
問

ひ
給
へ
ば
、（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
三
・
無
文
、
二
三
二
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
も
副
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
が
、
特
に
対
話
の
話
者
の

交
替
を
表
す
マ
ー
カ
ー
（
談
話
標
識
）
と
し
て
の
機
能
を
示
す
。

②
．「
サ
テ
」
が
指
示
す
る
内
容
が
「
サ
テ
」
の
前
文
脈
に
具
体
的
に

文
や
句
、
語
な
ど
の
形
で
認
め
ら
れ
な
い
「
サ
テ
」。（『
差
し
込
み
の

サ
テ
』。）
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②
―
Ａ
．
そ
の
前
部
ま
で
の
内
容
を
承
け
つ
つ
、
文
脈
を
一
旦
切
る

位
置
、
つ
ま
り
文
頭
に
置
か
れ
、
新
た
な
物
語
、
章
段
、
話
題
な
ど
の

始
ま
り
を
示
し
、話
の
場
を
転
換
さ
せ
る
機
能
を
も
っ
て
は
た
ら
く「
サ

テ
」。（『
転
換
の
サ
テ
』。）

（
11
）
女
、（
歌
）
な
ぎ
さ
な
る
袖
ま
で
潮
は
満
ち
来
と
も
葦
火
た
く
屋

し
あ
れ
ば
干
ぬ
ら
む　

な
ど
な
む
、
い
ひ
お
こ
せ
た
り
け
る
。
さ
り
け

れ
ば
、
久
し
く
も
長
居
で
、
帰
り
来
に
け
り
。〈
こ
こ
ま
で
三
五
段
。〉

さ
て
、
こ
の
男
、
そ
の
年
の
秋
、
西
の
京
極
、
九
条
の
ほ
ど
に
い
き
け

り
。（『
平
中
物
語
』
三
六
段
、
五
二
二
頁
〈
こ
れ
は
三
六
段
の
冒
頭
に

置
か
れ
た
「
サ
テ
」
の
例
。〉）

（
12
）「
侍
共
に
矢
一
つ
射
か
け
候
は
ん
」
と
申
し
け
れ
ば
、「
年
来
の

重
恩
を
忘
れ
て
、
今
此
有
様
を
見
は
て
ぬ
不
当
人
を
ば
、
さ
な
く
と
も

あ
り
な
ん
」
と
宣
へ
ば
、
力
お
よ
ば
で
と
ど
ま
り
け
り
。「
扨
小
松
殿

の
君
達
は
い
か
に
」
と
宣
へ
ば
、「
い
ま
だ
御
一
所
も
見
え
さ
せ
給
ひ

候
は
ず
」
と
申
す
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
七
・
一
門
都
落
、

八
三
頁
）

　

こ
の
「
サ
テ
」
は
、
文
頭
に
置
か
れ
、
接
続
詞
の
よ
う
な
機
能
を
示

す
。

　

②
―
Ｂ
．
感
動
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
「
サ
テ
」。

　

こ
の
「
サ
テ
」
は
「
さ
て
さ
て
」、「
こ
れ
は
さ
て
」、「
さ
て
い
か
に

せ
む
」、「
ま
ず
は
さ
て
」、「
さ
て
こ
れ
わ
」、「
さ
て
こ
れ
は
」、「
何
が

さ
て
」
な
ど
の
連
語
の
形
式
を
と
る
こ
と
も
あ
り
、
文
中
で
感
動
詞
な

ど
と
し
て
は
た
ら
く
。

（
13
）「
男
し
も
な
む
仔
細
な
き
も
の
は
は
べ
め
る
」
と
申
せ
ば
、
残
り

を
言
は
せ
む
と
て
、「
さ
て
さ
て
を
か
し
か
り
け
る
女
か
な
」
と
す
か

い
た
ま
ふ
を
、
心
は
得
な
が
ら
、
鼻
の
わ
た
り
を
こ
つ
き
て
語
り
な
す
。

（『
源
氏
物
語
』
帚
木
、
八
六
頁
）

（
14
）
波
多
野
、「
尤
も
さ
こ
そ
候
は
め
」
と
て
、
太
刀
を
抜
き
、
引
き

そ
ば
め
て
、近
付
き
け
れ
ば
、少
き
者
ど
も
、太
刀
の
影
に
驚
き
て
、「
こ

れ
は
、
さ
て
、
実
に
失
は
ん
ず
る
に
や
。
暫
し
助
け
よ
や
」
と
て
、（『
保

元
物
語
』
下
、
義
朝
幼
少
の
弟
悉
く
失
は
る
る
事
、
三
五
七
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
、
感
動
詞
の
よ
う
な
機
能
を
示
す
。

分
類
の
結
果
を
（
表
三
）、（
表
四
）
に
示
す
。

（
※
1
）「
地
頭
」
は
【
地
の
文
・
文
頭
】、「
地
中
」
は
【
地
の
文
・
文

中
】、「
対
頭
」
は
【
対
話
文
・
文
頭
】、「
対
中
」
は
【
対
話
文
・
文
中
】、

「
心
頭
」
は
【
心
内
話
文
・
文
頭
】、「
心
中
」
は
【
心
内
話
文
・
文
中
】、

「
手
頭
」
は
【
消
息
文
・
文
頭
】、「
手
中
」
は
【
消
息
文
・
文
中
】
を

指
す
も
の
と
す
る
。

（
※
2
）
草
子
地
・
文
頭
の
1
例
を
含
む
。

（
※
3
）「
さ
て
さ
て
」
1
例
を
指
す
。

（
※
4
）「
こ
れ
は
さ
て
」
1
例
。

（
※
5
）「
さ
て
い
か
に
せ
む
」
1
例
。

（
※
6
）「
さ
て
さ
て
」
6
例
、「
さ
て
こ
れ
わ
」
1
例
。

（
※
7
）「
ま
ず
は
さ
て
」
1
例
、「
こ
れ
は
さ
て
」
1
例
。
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分

類
資料

① ②

Ａ
Ｂ

Ａ Ｂ
１ ２

『大和』
全３８例

３６　地頭
（※ １）（※ ２）

１　対頭 １　地頭

『平中』
全４2例

１ 　地頭
３　地中

３２　地頭
１　地中
１　対頭

３　対頭 １　地頭

『落窪』
全２5例

１ 　地中
２　対中

２　地頭
７　対頭
１　手頭

７　対頭
２　地頭
１　手頭

１　対頭
１　対中

『枕』
全４５例

８ 　地中
１　対中

２７　地頭
１　対頭
１　対中

６　対頭 １　対頭

『源氏』
全１０４例

１１　地中
１　対頭
１８　対中
１８　心中

１７　地頭
２１　対頭
２　心頭

１２　対頭 ３　対頭
１　対頭
（※ ３）

『堤』
例 ６例

１　地中 ３　対頭 ２　対頭

『浜松』
全１２例

１ 　地中
２　対中
３　心中

１　地頭
１　対頭
２　手頭

１　地頭 １　対頭

計 ７１ １５６ ３１ ９ ５

合計 ２７２

（
表
三
）・
中
古
の
「
サ
テ
」
の
分
類
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分

類
資料

① ②

Ａ
Ｂ

Ａ Ｂ
１ ２

『住吉』
全３２例

２ 　対中 ２５　地頭 ３　対頭 ２　地頭

『とりかへ』
全１６例

１ 　地中
６　対中
５　心中

２　対頭 １　対頭 １　対頭

『保元』
全 ６例

１　対中
１　心中

１　心頭 １　対頭 １　対頭
１　対中
（※ ４）

『平治』
全 ５例

４　地頭 １　対頭
（※ ５）

『平家覚一』
全69例

１ 　地頭
１　地中
２　対頭
５　対中

２７　地頭
１１　対頭

１２　対頭 １０　対頭

『平家天草』
全８８例

５ 　地中
１　対頭
１　対中

４３　地頭
１１　対頭

９　対頭 ２　地頭
７　対頭

７　対頭
（※ ６）
２　対中
（※ ７）

『狂言集』
全２３７例

４１　対頭
１　対中

６８　対頭 １３　対頭 ８９　対頭
（※ ８）
２５　対中
（※ ９）

計 ３２ １６６ ９３ ３５ １２７

合計 ４５３

（
表
四
）・
中
世
の
「
サ
テ
」
の
分
類
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（
※
8
）「
さ
て
こ
れ
は
」
3
例
、「
さ
て
さ
て
」
86
例
。

（
※
9
）「
何
が
さ
て
」
24
例
、「
さ
の
み
恐
ろ
し
い
も
の
で
も
な
い
わ
、

さ
て
。」
1
例
。

　
（
表
三
）、（
表
四
）
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
二
．
二
．
に
お
い
て
②

―
Ａ
．
に
分
類
さ
れ
た
、『
転
換
の
サ
テ
』
を
考
察
対
象
と
す
る
。

二
．
三
．『
転
換
の
サ
テ
』
に
つ
い
て

二
．
三
．
一
．『
転
換
の
サ
テ
』
の
用
例
の
出
現
状
況

　
（
表
三
）、（
表
四
）
で
『
転
換
の
サ
テ
』（
②
―
Ａ
．）
に
分
類
さ
れ

た
用
例
を
示
す
。（
表
三
）・
中
古
で
『
転
換
の
サ
テ
』
に
分
類
さ
れ
た

例
は
全
九
例
で
あ
る
。
ま
ず
中
古
の
『
転
換
の
サ
テ
』
の
出
現
状
況
を

示
す
。

用
例
を
示
す
。

［
地
の
文
の
例
］（
文
頭
「
サ
テ
」
五
例
）

（
15
）
お
な
じ
人
に
、
監
の
命
婦
、
山
も
も
を
や
り
た
り
け
れ
ば
、（
歌
）

み
ち
の
く
の
安
達
の
山
も
も
ろ
と
も
に
こ
え
ば
わ
か
れ
の
悲
し
か
ら
じ

を　

と
な
む
い
ひ
け
る
。
さ
て
、
堤
な
る
家
に
な
む
す
み
け
る
。（『
大

和
物
語
』
七
十
段
、
三
〇
〇
頁
）

（
16
）
供
な
る
人
に
、（
歌
）
う
ぐ
ひ
す
の
声
の
は
つ
か
に
聞
ゆ
る
は
い

づ
れ
の
山
に
な
く
山
彦
ぞ　

と
ぞ
、
口
遊
び
に
い
ひ
け
る
。〈
こ
こ
ま

で
六
段
。〉
さ
て
、
こ
の
男
、
志
賀
寺
に
ま
う
で
て
、
二
月
に
行
ひ
け
り
。

（『
平
中
物
語
』
七
段
、
四
六
五
頁
〈
こ
れ
は

段
頭
の
例
。〉）

（
17
）
よ
き
帛
、
糸
、
綾
、
茜
、
蘇
芳
、
紅

な
ど
、
多
く
奉
り
た
ま
へ
れ
ば
、
も
と
よ
り

よ
く
し
た
ま
へ
り
け
る
こ
と
な
れ
ば
、
急
が

せ
た
ま
ふ
。
さ
て
、
少
将
の
君
に
つ
き
た
て

ま
つ
り
て
、
馬
允
に
な
り
た
る
田
舎
の
人
の

徳
あ
る
、
絹
五
十
ま
ゐ
ら
せ
た
れ
ば
、
人
び

と
に
さ
ま
ざ
ま
賜
は
す
。（『
落
窪
物
語
』
巻

之
二
、
一
六
七
頁
）

（
18
）
笛
、
い
と
う
つ
く
し
と
思
す
。
音
も

か
し
こ
し
。
さ
て
、
殿
へ
夜
更
け
て
わ
た
り

た
ま
ふ
。（『
落
窪
物
語
』
巻
之
三
、
二
六
八

頁（
19
）
さ
て
式
部
卿
の
宮
は
東
宮
う
せ
給
ひ

ぬ
れ
ば
、
疑
ひ
な
き
儲
け
の
君
に
定
ま
り
給

ふ
べ
き
を
、「
心
に
ま
か
せ
た
る
御
里
住
み

に
て
、」（『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
第
五
、

四
〇
〇
頁
）

［
対
話
文
、
消
息
文
の
例
］（
文
頭
「
サ
テ
」

四
例
）

（
20
）
少
将
の
御
許
よ
り
御
文
あ
り
。「
い
か

用例出現
位置

地の文・文頭 地の文・文中 対話文、消息
文・文頭

対話文、消息
文・文中

用例数 5 0 4 0

用例数計 5 4

9

（
表
五
）
中
古
『
転
換
の

サ
テ
』
の
出
現
状
況
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に
ぞ
。
昨
夜
の
縫
ひ
さ
し
物
は
。
腹
ま
だ
立
ち
出
で
ず
や
。
い
と
聞
か

ま
ほ
し
く
こ
そ
。
さ
て
笛
忘
れ
て
来
に
け
り
。
取
り
て
賜
へ
。」（『
落

窪
物
語
』
巻
之
一
、
九
八
頁
）〈
こ
れ
は
消
息
文
の
例
。〉

（
21
）「
な
に
が
し
が
及
ぶ
べ
き
ほ
ど
な
ら
ね
ば
、
上
が
上
は
う
ち
お
き

は
べ
り
ぬ
。
さ
て
、
世
に
あ
り
と
人
に
知
ら
れ
ず
、
さ
び
し
く
あ
ば
れ

た
ら
む
葎
の
門
に
、
思
ひ
の
外
に
ら
う
た
げ
な
ら
む
人
の
」　
（『
源
氏

物
語
』
箒
木
、
六
〇
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
22
）「
も
の
の
例
に
引
き
出
で
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
身
の
人
わ
ろ
き
お
ぼ

え
こ
そ
あ
ら
は
れ
ぬ
べ
う
。
さ
て
を
か
し
き
こ
と
は
、
院
の
、
み
づ
か

ら
の
御
癖
を
ば
人
知
ら
ぬ
や
う
に
、」（『
源
氏
物
語
』
夕
霧
、
四
七
一
頁
）

〈
対
話
文
の
例
。〉

（
23
）
か
の
御
忌
日
の
経
仏
の
こ
と
な
ど
の
た
ま
ふ
。「
さ
て
、
こ
こ
に

時
々
も
の
す
る
に
つ
け
て
も
、
か
ひ
な
き
こ
と
の
安
か
ら
ず
お
ぼ
ゆ
る

が
い
と
益
な
き
を
、」（『
源
氏
物
語
』
宿
木
、
四
五
五
頁
）〈
対
話
文
の

例
。〉

　

次
に
中
世
の
『
転
換
の
サ
テ
』
の
出
現
状
況
を
示
す
。

用
例
を
示
す
。

［
地
の
文
の
例
］（
文
頭
「
サ
テ
」
四
例
）

（
24
）
中
の
君
も
世
に
た
ぐ
ひ
な
き
こ
と
に
お
ぼ
し
け
れ
ど
も
、
こ
の

姫
君
は
な
ほ
、
た
と
へ
ん
方
な
く
ぞ
お
ぼ
し
け
る
。
さ
て
、
姫
君
の
乳

母
子
に
、
侍
従
と
申
す
女
房
あ
り
。（『
住
吉
物
語
』
上
巻
、
二
一
頁
）

（
25
）
姫
君
は
西
の
対
に
住
ま
せ
た
ま
へ
ば
、
中
の
君
、
三
の
君
な
ど

遊
び
つ
つ
、
た
が
ひ
に
む
つ
ま
し
く
思
ひ
て
、

明
か
し
暮
ら
し
た
ま
ひ
け
る
。
さ
て
、
右
大

臣
に
て
お
は
し
け
る
人
の
御
子
に
、
四
位
の

少
将
と
て
、
世
に
す
ぐ
れ
た
る
人
お
は
し
け

る
。（『
住
吉
物
語
』
上
巻
、
二
二
頁
）

（
26
）
麓
に
わ
雨
が
繁
う
て
，
一
日
片
時
も

人
の
命
絶
え
て
あ
ら
う
ず
る
や
う
も
な
か
っ

た
．
さ
て
成
親
卿
わ
少
し
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
も

あ
ら
う
か
と
思
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
，
子
息
少

将
も
は
や
鬼
界
が
島
え
流
さ
れ
た
と
聞
か
る

れ
ば
，（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
一
、
六

〇
頁
）

（
27
）
す
で
に
源
氏
に
同
心
し
ょ
う
ず
る
と

返
事
を
し
た
れ
ば
，
そ
の
儀
を
改
む
る
に
及

ば
い
で
，
み
な
こ
れ
を
許
容
つ
か
ま
つ
ら
な

ん
だ
．
さ
て
肥
後
の
守
と
言
う
も
の
を
西
国

え
く
だ
さ
れ
て
あ
っ
た
が
，
こ
れ
わ
鎮
西
の

謀
叛
を
平
げ
て
，（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻

第
三
、
一
七
七
頁
）

［
対
話
文
、
消
息
文
の
例
］（
文
頭
「
サ
テ
」

三
一
例
）

（
28
）
家
弘
も
出
家
せ
ん
と
し
け
る
を
、「
汝

用例出現
位置

地の文・文頭 地の文・文中 対話文、消息
文・文頭

対話文、消息
文・文中

用例数 4 0 31 0

用例数計 4 31

35

（
表
六
）
中
世
『
転
換
の

サ
テ
』
の
出
現
状
況
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出
家
し
て
は
、
い
と
ど
罪
深
か
り
ぬ
と
思
ゆ
る
ぞ
」
と
仰
せ
言
あ
り
け

れ
ば
、
し
ば
ら
く
は
髪
も
切
ら
ざ
り
け
り
。「
さ
て
、
い
づ
ち
へ
か
わ

た
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
」
と
申
せ
ば
、（『
保
元
物
語
』
中　

新
院
御
出
家

の
事
、
三
一
七
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
29
）
刀
を
ば
、
紫
宸
殿
の
御
後
に
し
て
、
か
た
へ
の
殿
上
人
の
見
ら

れ
け
る
所
に
て
、
主
殿
司
を
召
し
て
、
預
け
置
き
て
ぞ
出
で
ら
れ
け
る
。

家
貞
待
ち
う
け
奉
ッ
て
、「
さ
て
、
い
か
が
候
ひ
つ
る
」
と
申
し
け
れ
ば
、

（『
覚
一
本
平
家
物
語
』巻
第
一　

殿
上
闇
討
、二
三
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
30
）
少
将
ま
ち
う
け
奉
ッ
て
、「
さ
て
い
か
が
候
ひ
つ
る
」
と
申
さ
れ

け
れ
ば
、「
入
道
あ
ま
り
に
腹
を
た
て
て
、
教
盛
に
は
終
に
対
面
も
し

給
は
ず
。」（『
覚
一
本
平
家
物
語
』
巻
第
二　

少
将
乞
請
、
一
二
九
頁
）

〈
対
話
文
の
例
。〉

（
31
）「
年
来
の
重
恩
を
忘
れ
て
、
今
此
有
様
を
見
は
て
ぬ
不
当
人
を
ば
、

さ
な
く
と
も
あ
り
な
ん
」と
宣
へ
ば
、力
お
よ
ば
で
と
ど
ま
り
け
り
。「
扨

小
松
殿
の
君
達
は
い
か
に
」
と
宣
へ
ば
、「
い
ま
だ　

御
一
所
も
見
え

さ
せ
給
ひ
候
は
ず
」
と
申
す
。（『
覚
一
本
平
家
物
語
』
巻
第
七　

一
門

都
落
、
八
三
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
32
）
さ
れ
ど
も
あ
ま
り
に
か
な
し
く
て
、
つ
つ
む
に
た
へ
ぬ
涙
の
み

し
げ
か
り
け
れ
ば
、
よ
そ
の
人
目
も
お
そ
ろ
し
さ
に
、
い
そ
ぎ
大
覚
寺

へ
ぞ
参
り
け
る
。
北
の
方
、「
さ
て
い
か
に
や
い
か
に
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、

（『
覚
一
本
平
家
物
語
』
巻
第
十　

首
渡
、
二
五
九
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
33
）
使
四
五
日
候
ひ
て
暇
申
す
。
北
の
方
泣
く
〳
〵
御
返
事
書
き
給
ふ
。

若
公
姫
君
筆
を
そ
め
て
、「
さ
て
父
御
前
の
御
返
事
は
、
何
と
申
す
べ

き
や
ら
ん
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、「
た
だ
と
も
か
う
も
、
わ
御
前
た
ち
の

思
は
ん
や
う
に
申
す
べ
し
」
と
こ
そ
宣
ひ
け
れ
。（『
覚
一
本
平
家
物
語
』

巻
第
十
、
首
渡
、
二
六
一
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
34
）
夏
過
ぎ
秋
に
も
な
り
ぬ
。
七
月
の
末
に
か
の
使
か
へ
り
き
た
れ
り
。

北
の
方
、「
さ
て
い
か
に
や
い
か
に
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、「『
過
ぎ
候
ひ

し
三
月
十
五
日
の
暁
、
八
島
を
御
出
で
候
ひ
て
、』」（『
覚
一
本
平
家
物

語
』
巻
第
十　

三
日
平
氏
、
三
二
四
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
35
）
義
盛
、「
舌
の
や
は
ら
か
な
る
ま
ま
に
、
君
の
御
事
な
申
し
そ
。

さ
て
わ
人
ど
も
は
、
砥
浪
山
の
い
く
さ
に
お
ひ
お
と
さ
れ
、
か
ら
き
命

い
き
て
北
陸
道
に
さ
ま
よ
ひ
、
乞
食
し
て
泣
く
〳
〵
京
へ
の
ぼ
り
た
り

し
者
か
」
と
ぞ
申
し
け
る
。（『
覚
一
本
平
家
物
語
』
巻
第
十
一　

嗣
信

最
期
、
三
五
一
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
36
）
や
が
て
田
内
左
衛
門
を
ば
、
物
具
召
さ
れ
て
、
伊
勢
三
郎
に
預

け
ら
る
。「
さ
て
あ
の
勢
ど
も
は
い
か
に
」
と
宣
へ
ば
、「
遠
国
の
者
ど

も
は
、
誰
を
誰
と
か
思
ひ
参
ら
せ
候
べ
き
。」（『
覚
一
本
平
家
物
語
』

巻
第
十
一　

志
度
合
戦
、
三
六
八
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
37
）
か
た
時
も
は
な
れ
給
は
ず
。
し
か
る
を
い
く
さ
や
ぶ
れ
て
後
は
、

け
ふ
ぞ
た
が
ひ
に
見
給
ひ
け
る
。河
越
小
太
郎
、判
官
の
御
ま
へ
に
参
ッ

て
、「
さ
て
若
公
の
御
事
を
ば
、
な
に
と
御
ぱ
か
ら
ひ
候
や
ら
ん
」
と

申
し
け
れ
ば
、「
鎌
倉
ま
で
具
し
奉
る
に
及
ば
ず
。」（『
覚
一
本
平
家
物

語
』
巻
第
十
一
副
将
被
斬
、
四
一
二
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
38
）
限
あ
れ
ば
、
鶏
人
暁
を
と
な
へ
て
夜
も
明
け
ぬ
。
斎
藤
六
帰
り

参
り
た
り
。「
さ
て
い
か
に
や
い
か
に
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、「
唯
今
ま
で
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は
別
の
御
事
も
候
は
ず
。御
文
の
候
」と
て
取
り
い
だ
い
て
奉
る
。（『
覚

一
本
平
家
物
語
』
巻
第
十
二　

六
代
、
四
六
六
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
39
）
こ
の
郎
等
の
家
貞
待
ち
う
け
て
，
さ
て
い
か
が
ご
ざ
っ
た
ぞ
と

申
し
た
れ
ば
，忠
盛
そ
の
様
態
を
知
ら
せ
た
う
思
わ
れ
た
れ
ど
も
，（『
天

草
版
平
家
物
語
』
巻
第
一
、
六
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
40
）
少
将
わ
待
ち
受
け
奉
っ
て
，
さ
て
な
に
と
ご
ざ
る
ぞ
と
，
申
さ

れ
た
れ
ば
：
清
盛
あ
ま
り
に
腹
を
た
て
て
，（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻

第
一
、
四
〇
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
41
）
宗
盛
こ
の
人
々
を
を
見
つ
け
あ
っ
て
か
ら
，
ち
っ
と
力
づ
い
て
，

よ
に
も
嬉
し
さ
う
に
し
て
，
さ
て
今
ま
で
わ
な
ぜ
に
を
そ
か
っ
た
ぞ
と

あ
っ
た
れ
ば
，
維
盛
そ
の
を
こ
と
で
ご
ざ
る
：（『
天
草
版
平
家
物
語
』

巻
第
三
、
一
九
〇
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
42
）
親
家
を
召
し
て
，
さ
て
屋
島
の
城
の
様
体
わ
何
と
あ
る
ぞ
？　

そ
の
を
こ
と
ぢ
ゃ
：（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
四
、
三
三
一
頁
）〈
対

話
文
の
例
。〉

（
43
）
六
日
の
夜
河
越
義
経
に
参
っ
て
申
し
た
わ
：
さ
て
あ
の
若
君
を

ば
な
に
と
つ
か
ま
つ
ら
う
ぞ
？　

義
経
当
時
暑
い
中
に
い
と
け
な
い
も

の
引
き
具
し
て
，
関
東
ま
で
下
る
に
及
ば
ぬ
：（『
天
草
版
平
家
物
語
』

巻
第
四
、
三
五
八
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
44
）
北
の
方
さ
れ
ば
よ
く
わ
，
さ
き
に
人
を
も
上
せ
ら
れ
う
が
，
た

だ
悪
し
ゅ
う
て
こ
そ
遅
う
わ
あ
る
ら
う
：
さ
て
失
わ
れ
う
ず
る
有
様
か

と
仰
せ
ら
る
れ
ば
：
そ
の
を
こ
と
ぢ
ゃ
：（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第

四
、
三
八
九
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
45
）
念
仏
を
申
す
も
ご
ざ
り
，
そ
ば
に
向
い
て
涙
ぐ
む
者
も
ご
ざ
る

と
申
せ
ば
：
さ
て
六
代
わ
な
ん
と
あ
る
ぞ
と
，
仰
せ
ら
る
れ
ば
：（『
天

草
版
平
家
物
語
』
巻
第
四
、
三
八
九
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
46
）
太
郎
「
ま
こ
と
に
、
末
広
が
り
に
な
っ
て
ご
ざ
る
。
さ
て
こ
れ

に
は
、
ち
と
好
み
が
ご
ざ
る
。
す
っ
ぱ
「
そ
れ
は
ま
た
如
何
様
な
お
好

み
ぢ
ゃ
。（『
狂
言
集
』「
末
広
か
り
」、
二
六
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
47
）
参
詣
一
「
い
か
に
も
、
今
が
帰
る
さ
で
お
り
ゃ
る
。
さ
て
今
日

は
そ
な
た
一
人
ぢ
ゃ
が
、
お
内
儀
は
何
と
召
さ
れ
た
ぞ
。（『
狂
言
集
』

「
栗
隈
神
明
」、
五
九
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
48
）
参
詣
一
「
こ
れ
へ
く
れ
さ
し
め
。
さ
て
太
郎
、
ち
と
そ
な
た
に

尋
ぬ
る
こ
と
が
お
り
ゃ
る
。（『
狂
言
集
』「
栗
隈
神
明
」、
五
九
頁
）〈
対

話
文
の
例
。〉

（
49
）
粟
田
口
「
ハ
ハ
ア
、
お
声
か
ら
し
て
お
大
名
さ
う
に
ご
ざ
る
。

太
郎
「
ク
ヮ
ー
ッ
と
し
た
お
大
名
ぢ
ゃ
。
さ
て
頼
う
だ
お
方
仰
せ
ら
る

る
に
は
、『
は
る
ば
る
の
と
こ
ろ
大
儀
に
こ
そ
あ
れ
。
さ
う
あ
ら
ば
、

こ
こ
に
粟
田
口
の
書
い
た
物
が
あ
る
。（『
狂
言
集
』「
粟
田
口
」、
七
六

頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
50
）
大
名
「
何
し
に
忘
る
る
も
の
で
ご
ざ
ら
う
ぞ
。
真
実
暇
が
な
さ

に
無
沙
汰
致
い
て
ご
ざ
る
。さ
て
、そ
な
た
も
喜
う
で
下
さ
れ
い
。内
々

の
訴
訟
の
こ
と
も
思
ひ
の
ま
ま
に
相
叶
ひ
、安
堵
の
御
教
書
賜
り
、（『
狂

言
集
』「
墨
塗
」、
一
三
二
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
51
）
太
郎
「
わ
ざ
と
案
内
を
乞
う
た
こ
と
ぢ
ゃ
。
武
悪
「
そ
れ
は
い

つ
も
な
が
ら
、
念
の
入
っ
た
こ
と
ぢ
ゃ
。
さ
て
早
速
問
は
う
は
、
頼
う
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だ
お
方
の
御
機
嫌
は
何
と
ぢ
ゃ
。（『
狂
言
集
』「
武
悪
」、
一
四
七
頁
）〈
対

話
文
の
例
。〉

（
52
）次
郎「
次
第
次
第
に
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。太
郎「
そ
の
通
り
ぢ
ゃ
。

さ
て
、
身
共
も
一
つ
受
け
持
っ
た
ほ
ど
に
、
そ
な
た
も
何
ぞ
肴
を
さ
し

め
。（『
狂
言
集
』「
棒
縛
」、
二
五
一
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
53
）
聟
「
も
し
お
客
ば
し
ご
ざ
ら
う
か
と
存
じ
、
わ
ざ
と
案
内
を
乞

う
た
こ
と
で
ご
ざ
る
。
教
え
手
「
そ
れ
は
い
つ
も
な
が
ら
念
の
入
っ
た

こ
と
ぢ
ゃ
。
さ
て
そ
な
た
は
、
今
日
は
い
つ
に
な
い
き
ら
び
や
か
な
出

立
で
お
り
ゃ
る
の
。（『
狂
言
集
』「
雞
聟
」、
二
七
七
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
54
）
聟
「
別
に
用
は
ご
ざ
ら
ぬ
。
早
う
出
い
て
下
さ
れ
い
。
船
頭
「
心

得
ま
し
た
。
エ
ー
イ
エ
ー
イ
。
エ
ー
イ
エ
ー
イ
。
さ
て
、
こ
な
た
は
ど

れ
へ
ご
ざ
る
ぞ
。（『
狂
言
集
』「
船
渡
聟
」、
二
八
八
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
55
）聟「
い
か
に
も
、念
を
入
れ
て
詰
め
さ
せ
て
ご
ざ
る
。船
頭「
エ
ー

イ
エ
ー
イ
。
エ
ー
イ
エ
ー
イ
。
さ
て
、
何
と
今
日
は
寒
い
こ
と
で
は
ご

ざ
ら
ぬ
か
。（『
狂
言
集
』「
船
渡
聟
」、
二
八
八
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
56
）聟「
さ
だ
め
て
さ
う
で
ご
ざ
ら
う
。船
頭「
エ
ー
イ
エ
ー
イ
。エ
ー

イ
エ
ー
イ
。
さ
て
、
近
頃
申
し
兼
ね
ま
し
た
こ
と
で
は
ご
ざ
る
が
、
そ

の
小
竹
筒
を
一
つ
振
舞
う
て
は
下
さ
れ
ま
せ
ぬ
か
。（『
狂
言
集
』「
船

渡
聟
」、
二
八
九
頁
）〈
対
話
文
の
例
。〉

（
57
）
甲
「
も
し
お
客
ば
し
ご
ざ
ら
う
か
と
存
じ
、
わ
ざ
と
案
内
を
乞

う
た
こ
と
で
ご
ざ
る
。
乙
「
そ
れ
は
い
つ
も
な
が
ら
、
念
の
入
っ
た
こ

と
ぢ
ゃ
。
さ
て
そ
な
た
に
は
、
も
は
や
日
も
暮
れ
に
及
う
だ
に
、
何
と

思
う
て
お
り
ゃ
っ
た
ぞ
。（『
狂
言
集
』「
吹
取
」、
三
二
六
頁
）〈
対
話

文
の
例
。〉

（
58
）
出
家
「
さ
の
み
く
た
び
れ
も
致
し
ま
せ
ぬ
。
檀
那
「
そ
れ
は
何

よ
り
で
ご
ざ
る
。
さ
て
只
今
一
飯
を
申
し
つ
け
ま
し
た
に
よ
っ
て
、
程

な
う
出
来
ま
せ
う
。（『
狂
言
集
』「
魚
説
経
」、
四
一
三
頁
）〈
対
話
文

の
例
。〉

　

中
古
で
は
地
の
文
（
五
例
）
で
も
対
話
文
、
消
息
文
で
も
（
四
例
）

他
の
用
法
よ
り
少
数
し
か
例
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
『
転
換
の
サ
テ
』
は
、

中
世
に
は
対
話
文
、
消
息
文
で
よ
り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
三
一

例
）
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
よ
り
、
中
世
に
お
い
て
主
に
対
話
文
、
消

息
文
で
『
転
換
の
サ
テ
』
の
用
法
は
発
達
し
た
こ
と
が
分
か
る
。（
中

世
地
の
文
で
は
四
例
見
ら
れ
た
。）

　

こ
こ
で
、
中
古
の
消
息
文
に
見
ら
れ
た
（
20
）
の
例
に
着
目
し
た
い
。

中
古
か
ら
、
非
地
の
文
の
例
の
中
で
対
話
文
で
は
な
く
消
息
文
と
い
う

環
境
に
現
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
例
が
、『
転
換
の
サ
テ
』
か
ら
接
続

詞
の
サ
テ
に
発
展
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

消
息
文
は
書
記
言
語
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
地
の
文
と
の
類
似
点
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
口
頭
発
話
を
写
し
た
と
い
う
点
で
は
対
話
文
と

の
類
似
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
消
息
文
は
そ
の
資
料
中

の
話
の
筋
に
よ
っ
て
出
現
の
有
無
が
決
ま
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
次
項

で
は
消
息
文
が
資
料
中
に
ま
と
ま
っ
た
数
で
見
ら
れ
る『
う
つ
ほ
物
語
』

を
参
考
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
、
そ
の
中
で
の
消
息
文
に
見
ら
れ

る
『
転
換
の
サ
テ
』
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
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二
．
三
．
二
．
消
息
文
中
の
『
転
換
の
サ
テ
』

　
（
表
七
）
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
中
に
見
ら
れ
る
「
サ
テ
」
の
用
例
数

で
あ
る
。

※
「
サ
テ
ハ
」、「
サ
テ
モ
」、「
サ
テ
コ
ソ
」
な
ど
の
「
サ
テ
」
に
助
詞

等
が
付
い
た
形
は
除
く
。（
以
下
同
。）

　

次
に
（
表
八
）
を
元
に
、
各
分
類
項
目
別
に
「
サ
テ
」
の
出
現
環
境

別
の
用
例
数
を
示
す
。

　
（
表
八
）
か
ら
、
②
―
Ａ
．
に
分
類
さ
れ
る
「
サ
テ
」
の
出
現
環
境

は
［
対
話
文
・
文
頭
］
と
［
消
息
文
・
文
頭
］
に
集
中
し
て
お
り
、
特

に
［
消
息
文
・
文
頭
］
に
現
れ
る
例
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら

の
用
例
を
挙
げ
る
。
以
下
の
書
簡
文
の
例
に
つ
い
て
は
、「
サ
テ
」
部

に
太
傍
線
を
、
書
簡
と
共
に
送
ら
れ
た
品
物
な
ど
に
つ
い
て
の
言
及
部

に
細
傍
線
を
引
い
て
示
す
。
傍
線
は
全
て
発
表
者
に
よ
る
。

［
消
息
文
・
文
頭
の
例
］

（
59
）
し
こ
ぶ
ち
に
古
め
き
た
る
箱
二
つ
に
、
東
絹
一
箱
、
遠
江
綾
一

箱
入
れ
て
、
肌
荒
く
強
き
中
紙
に
か
く
書
き
て
奉
れ
た
ま
ふ
。（
消
息
）

人
知
れ
ぬ
宮
仕
へ
は
年
経
ぬ
れ
ど
、（
略
）
必
ず
御
か
へ
り
み
蒙
ら
む
。

さ
て
こ
れ
は
い
と
な
け
れ
ど
、
御
方
の
下
仕
へ
ら
に
も
賜
は
せ
よ
と
て

な
む
。
宮
内
に
銭
取
ら
せ
て
帰
し
た
ま
ふ
。（「
祭
の
使
」、
四
八
三
頁
）

〈
三
春
高
基
か
ら
あ
て
宮
へ
の
消
息
。〉

（
60
）「
少
将
に
い
は
む
」
と
て
、
少
将
に
の
た
ま
ふ
。「
い
と
易
き
こ

と
な
り
」と
て
、よ
み
て
奉
り
た
ま
ふ
。よ
き
色
紙
に
書
き
た
ま
ふ
。（
消

息
）
日
ご
ろ
、
仲
立
ち
な
む
怠
ら
ず
聞
こ
え
し
む
る
を
、（
略
）
嘆
き

申
す
。
さ
て
か
か
る
こ
と
は
、
若
々
し
け
れ
ば
、
若
き
男
ど
も
の
に
ぎ

は
し
む
る
を
、
音
に
聞
く
に
。
と
て
、（
歌
）
君
恋
ふ
と
み
な
か
み
白

く
な
る
た
き
は
老
い
の
涙
の
積
も
る
な
る
べ
し　

絹
、
綾
、
禄
に
取
ら

せ
て
帰
し
つ
。（「
祭
の
使
」、
四
八
五
頁
）〈
滋
野
真
菅
（
実
は
子
息
の

少
将
の
代
筆
の
消
息
と
、
代
作
の
歌
）
か
ら
あ
て
宮
へ
の
消
息
。〉

（
61
）
ま
た
、
北
の
お
と
ど
よ
り
、
蒔
絵
の
御
衣
櫃
五
掛
、
蘇
枋
の
台
、

朸
二
つ
し
て
、
衣
二
掛
、
唐
綾
の
類
二
掛
、
裛
衣
一
つ
、
丁
子
一
つ
入

れ
て
、
大
宮
の
御
文
、
尚
侍
の
お
と
ど
の
御
も
と
に
、（
消
息
）
近
く

も
の
し
た
ま
ひ
つ
る
ほ
ど
に
（
略
）
蓬
莱
と
い
ふ
な
る
と
こ
ろ
は
近
か

り
け
る
と
思
ふ
。
さ
て
こ
れ
は
、
留
守
の
人
々
に
賜
へ
と
て
。
な
ど
あ

り
。（「
蔵
開　

上
」、
391
頁
）〈
大
宮
か
ら
尚
侍
へ
の
消
息
。〉

（
62
）
北
の
方
、
大
宮
の
御
返
り
聞
こ
え
た
ま
ふ
。（
消
息
）
か
し
こ
ま

り
て
承
り
ぬ
。（
略
）
今
む
つ
か
し
き
ま
で
な
む
参
り
来
べ
き
。
さ
て

こ
れ
は
、
宿
守
り
望
む
人
多
く
侍
る
べ
か
め
る
。（「
蔵
開　

上
」、
三

九
四
頁
）〈
北
の
方
（
俊
蔭
女
）
か
ら
大
宮
へ
の
消
息
。〉

（
63
）
靫
負
の
乳
母
と
い
ふ
が
も
と
に
、
御
文
遣
は
す
。（
消
息
）
日
ご

ろ
、
も
の
騒
が
し
く
て
、
聞
こ
え
ず
な
り
に
け
れ
。（
略
）
さ
て
こ
れ
は
、

子
持
ち
の
御
残
り
も
の
な
り
。
い
と
寒
き
頃
な
め
る
を
、
風
邪
を
や
ら

ひ
た
ま
へ
と
て
な
む
。（
略
）
と
て
、
乳
母
の
も
と
に
は
、
沈
の
高
坏

を
五
つ
、
白
銀
の
壺
の
小
さ
き
に
黒
方
入
れ
、
蜜
入
れ
た
る
黄
金
の
蒜
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国譲・下 楼の上・上 楼の上・下 合計

①―A． 3  2 1  32

①―B 1 ． 3  4 1  92

①―B 2 ． 0  3 3  21

②―A． 1  1 2  24

②―B． 0  0 0 　1

計 7 10 7 170

俊蔭 藤原の君 忠こそ 春日詣 嵯峨の院 吹上・上 祭の使 吹上・下

①―A． 1 1 1 1  0 1 0 0

①―B 1 ． 3 3 4 1 10 2 1 1

①―B 2 ． 0 0 0 0  0 0 0 0

②―A． 1 1 0 0  1 0 2 0

②―B． 0 0 1 0  0 0 0 0

計 5 5 6 2 11 3 3 1

（
表
七
）『
う
つ
ほ
物
語
』
に
見
ら
れ

る
「
サ
テ
」
の
用
例
数

菊の宴 内侍のかみ 沖つ白波 蔵開・上 蔵開・中 蔵開・下 国譲・上 国譲・中

①―A． 0  9 0  2  1  1  3  5

①―B 1 ． 3  9 2 16  9  5 13  2

①―B 2 ． 0  1 0  2  4  2  2  4

②―A． 0  0 0  3  0  2  3  7

②―B． 0  0 0  0  0  0  0  0

計 3 19 2 23 14 10 21 18

地の文・
文頭

地の文・
文中

対話文・
文頭

対話文・
文中

心 内 話
文・文頭

心 内 話
文・文中

消息文・
文頭

消息文・
文中

合計

①―A．  0 7  0 20 0 4  0 1  32

①―B 1 ． 33 0 52  0 1 0  6 0  92

①―B 2 ．  0 0 21  0 0 0  0 0  21

②―A．  0 0  6  0 0 0 18 0  24

②―B．  0 0  1  0 0 0  0 0 　1

計 33 7 80 20 1 4 24 1 170

（
表
八
）『
う
つ
ほ
物
語
』
中
の
、

各
分
類
項
目
別
に
「
サ
テ
」
の
出

現
環
境
別
の
用
例
数
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五
つ
ば
か
り
、
沈
の
寄
せ
切
り
た
り
し
、
紙
に
一
包
、
青
き
色
紙
ど
も

に
包
み
て
、
五
葉
に
つ
け
て
奉
り
た
ま
へ
れ
ば
、（「
蔵
開　

上
」
三
九

五
頁
）〈
仁
寿
殿
女
御
か
ら
靫
負
の
乳
母
へ
の
消
息
。〉

（
64
）
大
将
、
三
条
殿
に
、
米
一
石
と
炭
二
荷
奉
り
た
ま
ふ
。（
略
）（
消

息
）
一
日
は
、
こ
と
ご
と
に
思
ひ
た
ま
へ
し
か
ど
、（
略
）
い
づ
方
に

も
い
づ
方
に
も
、
む
つ
ま
し
き
筋
に
を
。
さ
て
こ
の
炭
は
、
水
尾
に
見

比
べ
た
ま
へ
と
て
な
む
。（
略
）
見
る
に
、
炭
、
旅
籠
を
い
と
細
か
に

組
み
て
、
外
に
小
簀
を
貫
き
立
て
て
、
銭
二
十
貫
一
籠
に
入
れ
て
、
も

の
覆
ひ
て
結
ひ
た
り
。
米
は
、
絓
糸
、
俵
に
編
み
て
、
絹
五
十
疋
、
俵

に
入
れ
て
三
俵
、
今
一
つ
に
は
、
い
み
じ
く
う
る
は
し
き
綿
二
十
入
れ

た
り
。（「
蔵
開　

下
」、
五
六
六
頁
）〈
仲
忠
か
ら
仲
頼
の
妹
へ
の
消
息
。〉

（
65
）
い
と
う
つ
く
し
げ
な
る
白
絹
ど
も
な
り
。（
略
）
車
の
箔
し
た
る
、

さ
れ
た
る
下
簾
な
ど
懸
け
て
入
れ
さ
せ
た
ま
ふ
。納
殿
、贄
殿
の
魚
、鳥
、

果
物
な
ど
、
よ
き
に
選
ら
せ
て
、
炭
、
油
な
ど
、
長
櫃
に
積
ま
せ
た
ま

ひ
て
、
御
文
、（
消
息
）
一
日
は
、
見
た
ま
へ
し
に
、
目
も
く
れ
て
、

も
の
覚
え
ざ
り
し
か
ば
な
む
、
え
聞
こ
え
ざ
り
し
。（
略
）（
歌
）
天
雲

は
（
略
）
さ
て
、
こ
の
米
は
、
夏
衣
に
や
。「
単
衣
な
る
し
も
」
と
か

い
ふ
な
れ
ば
、
今
よ
り
だ
に
。
と
て
奉
り
た
ま
へ
れ
ば
、（「
蔵
開　

下
」、

五
七
〇
頁
）〈
兼
雅
か
ら
中
の
君
へ
の
消
息
。〉

（
66
）
東
宮
は
、
白
銀
、
黄
金
の
結
び
も
の
ど
も
こ
ぼ
た
せ
た
ま
ひ
て
、

ほ
か
な
る
竹
原
に
し
て
、
下
に
は
白
銀
の
細
皮
結
び
、
餌
袋
の
や
う
に

し
て
、
黒
方
を
土
に
て
、
沈
の
笋
間
も
な
く
植
ゑ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
節

ご
と
に
水
銀
の
露
据
ゑ
さ
せ
て
、
藤
壺
に
奉
ら
せ
た
ま
ふ
。（
消
息
）

昨
日
、一
昨
日
は
、物
忌
に
て
な
む
。（
略
）さ
て
こ
れ
は
、小
さ
き
人
々

に
持
た
せ
た
ま
へ
と
て
な
む
。（「
国
譲　

上
」、
七
〇
頁
）〈
東
宮
か
ら

藤
壺
へ
の
消
息
。〉

（
67
）
御
返
り
は
、（
消
息
）
承
り
ぬ
。
賜
は
ら
せ
た
る
人
の
御
文
は
、

げ
に
さ
も
思
す
べ
き
こ
と
に
こ
そ
は
。（
略
）
さ
て
こ
れ
は
、（
歌
）
き

ぬ
ぎ
ぬ
の
（
略
）
露
は
、
こ
れ
に
は
そ
れ
を
の
み
な
む
、
明
け
暮
れ
。

（
歌
）
呉
竹
の
（「
国
譲　

上
」、
七
一
頁
）〈
あ
て
宮
か
ら
東
宮
へ
の
消

息
（
返
事
）。〉

（
68
）
宮
よ
り
、
よ
き
ほ
ど
な
る
白
銀
、
黄
金
の
橘
一
餌
袋
、
黄
ば
み

た
る
色
紙
一
重
覆
ひ
て
、
龍
胆
の
組
し
て
結
ひ
て
、
八
重
山
吹
の
作
り

花
に
つ
け
て
あ
り
。
御
文
に
は
、（
消
息
）
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
ぬ
ほ
ど
に
、

と
思
う
た
ま
へ
ど
、（
略
）
さ
て
こ
れ
は
、
幼
き
人
々
に
。（「
国
譲　

中
」、

一
四
八
頁
）〈
東
宮
か
ら
藤
壺
へ
の
消
息
。〉

（
69
）
蔵
人
の
少
将
、「
お
は
せ
や
、
君
た
ち
。
さ
る
べ
か
ら
む
人
に
橘

食
は
せ
む
」
と
て
、
手
ご
と
に
君
だ
ち
も
て
あ
そ
び
た
ま
ふ
。
御
返
り

は
、（
消
息
）
日
ご
ろ
訪
は
せ
た
ま
は
ざ
り
つ
れ
ば
、（
略
）
さ
て
、
こ

れ
は
さ
し
も
承
ら
ぬ
も
の
を
。（
歌
）
み
に
も
か
く
（「
国
譲　

中
」、

一
四
九
頁
）〈
藤
壺
か
ら
東
宮
へ
の
消
息
（
返
事
）。〉

（
70
）
産
養
し
た
ま
は
ぬ
人
な
く
、
い
と
清
ら
に
し
た
ま
ふ
。
宮
よ
り
、

七
日
の
は
、
御
屏
風
、
御
座
よ
り
は
じ
め
た
ま
ひ
て
、
長
持
の
脚
つ
き

た
る
三
つ
、
唐
櫃
五
具
に
、
綾
、
錦
よ
り
は
じ
め
て
、
よ
ろ
づ
の
物
入

れ
さ
せ
た
ま
へ
り
。
御
文
あ
り
。（
略
）（
消
息
）
度
々
の
は
見
た
ま
へ

き
。（
略
）
さ
て
こ
れ
は
、
旅
人
の
料
に
と
て
。（「
国
譲　

中
」、
一
五
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三
頁
）〈
東
宮
か
ら
藤
壺
へ
の
消
息
。〉

（
71
）
魚
、
苞
苴
、
人
の
奉
り
た
ら
む
、
多
く
あ
り
。
お
と
ど
の
、
か

か
る
折
の
料
と
て
、
鮎
か
が
り
い
と
を
か
し
げ
に
作
り
置
か
せ
た
ま
へ

り
。
そ
れ
取
り
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
苞
苴
添
へ
つ
つ
、
梨
壺
、
宮
の

御
方
、
中
の
君
に
奉
ら
せ
た
ま
ふ
。
内
裏
に
は
、
た
だ
御
消
息
し
て
奉

ら
せ
た
ま
ふ
。（
消
息
）
ま
だ
大
将
の
悩
ま
し
く
し
た
ま
ふ
に
、（
略
）

さ
て
こ
れ
は
乳
母
た
ち
の
料
に
。（「
国
譲　

中
」、
一
九
八
頁
）〈
兼
雅

か
ら
梨
壺
へ
の
消
息
。〉

（
72
）
魚
、
苞
苴
、
人
の
奉
り
た
ら
む
、
多
く
あ
り
。
お
と
ど
の
、
か

か
る
折
の
料
と
て
、
鮎
か
が
り
い
と
を
か
し
げ
に
作
り
置
か
せ
た
ま
へ

り
。
そ
れ
取
り
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
苞
苴
添
へ
つ
つ
、
梨
壺
、
宮
の

御
方
、
中
の
君
に
奉
ら
せ
た
ま
ふ
。（
略
）
中
の
君
の
御
も
と
に
は
、（
消

息
）
日
ご
ろ
は
い
か
で
と
な
む
。（
略
）
さ
て
、
こ
れ
は
桂
の
御
荘
の

手
づ
か
ら
取
り
て
侍
り
つ
る
。（「
国
譲　

中
」、
一
九
八
頁
）〈
兼
雅
か

ら
故
式
部
卿
の
宮
の
中
の
君
へ
の
消
息
。〉

（
73
）
宰
相
の
中
将
の
君
の
御
も
と
よ
り
、
二
の
宮
の
乳
母
の
も
と
に
、

女
の
装
ひ
一
領
、
白
張
の
一
重
襲
包
み
て
、
御
文
あ
り
。（
消
息
）
昨

日
の
つ
と
め
て
、
消
息
聞
こ
え
た
り
し
か
ど
、
急
ぎ
て
出
で
た
ま
ひ
に

け
れ
ば
。（
略
）
さ
て
、
こ
れ
は
い
と
暑
き
日
な
め
る
を
、
脱
ぎ
か
へ

た
ま
へ
。（「
国
譲　

中
」、
二
一
一
頁
）〈
宰
相
中
将
祐
澄
か
ら
女
二
の

宮
の
乳
母
へ
の
消
息
。〉

（
74
）
左
の
大
殿
よ
り
、
よ
い
蜜
、
瓜
、
焼
米
、
生
海
松
、
水
蕗
な
ど

奉
れ
た
ま
へ
り
。
北
の
方
の
御
も
と
に
御
文
あ
り
。（
消
息
）
一
日
参

り
た
り
し
か
ど
、
出
で
立
ち
し
た
り
し
な
ど
あ
り
し
か
ば
、
わ
づ
ら
は

し
さ
に
な
む
、
急
ぎ
。
さ
て
、
海
松
は
た
人
の
も
と
に
と
て
。（
歌
）

わ
た
つ
海
の
（「
国
譲　

中
」、
二
四
一
頁
）〈
左
大
臣
正
頼
か
ら
中
納

言
実
忠
の
妻
へ
の
消
息
。〉

（
75
）
宮
司
な
さ
る
る
ほ
ど
に
、
大
将
殿
よ
り
、
人
の
な
る
べ
き
、
御

文
し
て
あ
り
。見
た
ま
へ
ば
、（
消
息
）日
ご
ろ
、宮
に
度
々
参
れ
ど
、（
略
）

さ
て
、
年
ご
ろ
あ
ひ
顧
み
る
べ
き
者
の
侍
る
を
、（「
国
譲　

下
」、
三

二
八
頁
）〈
右
大
将
仲
忠
か
ら
藤
壺
へ
の
消
息
。〉

（
76
）「
尾
張
よ
り
奉
り
し
唐
櫃
あ
ら
ば
、
入
り
物
な
が
ら
や
よ
か
ら
む
」

と
て
召
し
出
で
た
り
。
片
つ
方
に
、
絹
二
十
疋
、
綾
十
疋
、
今
一
つ
方

に
は
、
尚
侍
、「
こ
こ
に
物
入
れ
む
」
と
て
、
の
た
ま
ひ
て
、
掻
練
の

綾
の
衣
一
襲
、
薄
色
の
織
物
の
細
長
、
袴
一
具
、
山
吹
の
綾
の
三
重
襲
、

人
に
賜
は
む
と
て
、
斑
絹
と
入
れ
た
ま
ふ
。
御
文
は
、（
消
息
）
あ
さ

ま
し
う
、
年
ご
ろ
に
な
り
に
け
り
。（
略
）
さ
て
こ
れ
は
、
た
だ
今
人

の
も
の
し
た
ま
ふ
め
る
。
何
に
か
あ
ら
む
。（「
楼
の
上　

上
」、
四
一

八
頁
）〈
右
大
臣
兼
雅
か
ら
宰
相
の
上
へ
の
消
息
。〉

［
対
話
文
・
文
頭
の
例
］

（
77
）
尋
ね
お
は
す
る
に
、
見
つ
け
て
、「
さ
て
、
い
か
が
あ
り
つ
る
」

と
の
た
ま
へ
ば
、「
尋
ね
得
べ
く
も
あ
ら
ず
。」（「
俊
蔭
」、
九
五
頁
）〈
忠

雅
か
ら
兼
雅
に
琴
の
音
に
つ
い
て
の
問
い
か
け
。〉

（
78
）「
こ
の
春
子
一
人
な
し
て
隠
れ
ま
し
に
き
。
童
べ
を
ぞ
と
り
て
は

べ
る
。
さ
て
国
王
に
奉
る
べ
し
と
聞
く
は
、
な
ん
で
ふ
こ
と
ぞ
。」（「
藤
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原
の
君
」、
一
九
五
頁
）〈
滋
野
真
菅
か
ら
殿
守
に
あ
て
宮
の
こ
と
に
つ

い
て
の
問
い
か
け
と
非
難
。〉

（
79
）「
そ
の
ふ
み
ど
も
、い
と
も
の
不
便
な
り
き
」と
申
し
た
ま
ふ
。「
さ

て
そ
の
日
、
不
意
に
人
に
騒
が
れ
た
て
ま
つ
り
き
」。（「
嵯
峨
の
院
」、

三
一
二
頁
）〈
中
納
言
平
正
明
か
ら
左
大
将
源
正
頼
へ
の
報
告
。〉

（
80
）「
い
ぬ
を
見
た
て
ま
つ
ら
ざ
ら
む
こ
と
の
お
ぼ
つ
か
な
か
る
べ
き

を
な
む
。
さ
て
こ
の
宮
を
、
殿
の
御
方
に
渡
し
た
て
ま
つ
ら
む
と
す
れ

ど
も
、
思
ふ
心
あ
り
て
な
む
。」（「
国
譲　

上
」、
一
一
二
頁
）〈
仁
寿

殿
の
女
御
か
ら
女
一
の
宮
に
、
女
二
の
宮
の
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
。〉

（
81
）「
も
の
習
ひ
た
ま
は
む
ほ
ど
も
、
聞
か
ま
ほ
し
き
も
の
か
な
。
夜

習
ひ
た
ま
は
む
ほ
ど
も
」。「
易
き
こ
と
。
さ
て
、
御
姫
君
に
は
、
何
を

か
は
教
ふ
る
」。（「
楼
の
上　

下
」、
五
三
五
頁
）〈
仲
忠
か
ら
涼
へ
の

問
い
か
け
。〉

（
82
）「
む
か
し
の
も
の
の
声
の
、
さ
も
あ
は
れ
に
め
づ
ら
し
く
聞
き
は

べ
り
つ
る
か
な
。
大
将
も
、
御
楽
の
声
も
、
あ
は
れ
に
愛
し
う
な
む
。

さ
て
、
今
日
門
に
参
ら
む
人
、
必
ず
召
し
入
れ
て
見
た
ま
ふ
べ
き
人
な

り
」
と
、
治
部
卿
の
御
声
な
り
。（「
楼
の
上　

下
」、
五
五
三
頁
）〈
夢

の
中
で
の
、
故
俊
蔭
か
ら
娘
の
尚
侍
へ
の
言
葉
。〉

　

上
記
よ
り
、［
消
息
文
・
文
頭
］
の
（
59
）
か
ら
（
76
）
の
例
は
、

全
十
八
例
中
、
十
六
例
ま
で
が
、
消
息
に
贈
り
物
（（
60
）
は
消
息
と
歌
、

（
65
）、（
67
）
は
消
息
と
歌
と
贈
り
物
）
が
付
い
て
お
り
（
贈
り
物
が

付
い
て
い
な
い
残
り
の
二
例
は
、
も
ら
っ
て
い
た
消
息
の
返
信
の
一
例

（
62
）、
任
官
の
推
挙
の
消
息
の
一
例
（
75
）、
そ
の
う
ち
、（
59
）、（
61
）、

（
62
）、（
63
）、（
66
）、（
67
）、（
68
）、（
69
）、（
70
）、（
71
）、（
72
）、（
73
）、

（
76
）
の
十
三
の
例
は
「
さ
て
こ
れ
は
～
」、（
64
）、（
65
）、（
74
）
の

三
つ
の
例
は
「
さ
て
（
こ
の
）
名
詞
《
名
詞
は
贈
り
物
自
体
を
表
す
炭
、

米
な
ど
と
い
っ
た
実
質
名
詞
》」
と
い
う
形
式
で
始
ま
る
、
そ
れ
ま
で

の
話
題
か
ら
、
消
息
の
出
し
手
か
ら
受
け
手
及
び
受
け
手
の
周
辺
に
侍

す
る
者
た
ち
へ
の
何
ら
か
の
贈
り
物
に
つ
い
て
消
息
の
中
で
述
べ
る
部

分
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
贈
り
物
自
体
に
つ
い
て
こ
の
「
サ
テ
」
の
前

部
で
述
べ
た
部
分
は
消
息
の
中
で
見
当
た
ら
ず
、
つ
ま
り
、
そ
こ
で
話

題
が
、
あ
る
話
題
か
ら
贈
り
物
に
つ
い
て
の
話
題
に
転
換
し
て
い
る
と

い
え
る
。
ま
た
［
対
話
文
・
文
頭
］
の　
（
77
）
か
ら
（
82
）
の
六
例

も
「
サ
テ
」
の
前
後
で
話
の
場
は
同
様
に
転
換
し
て
い
る
。

　

こ
の
項
で
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
を
参
考
資
料
と
し
、
中
古
の
資
料
で

あ
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
で
は
「
転
換
の
サ
テ
」
が
消
息
文
で
も
見
ら
れ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

二
．
三
．
三
．『
転
換
の
サ
テ
』
か
ら
接
続
詞
サ
テ
へ

　

前
々
項
二
．
三
．
一
．
で
は
『
転
換
の
サ
テ
』
が
中
世
の
対
話
文
に

お
い
て
発
達
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
前
項
二
．
三
．
二
．
で

は
『
転
換
の
サ
テ
』
が
中
古
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
消
息
文
に
既
に
ま

と
ま
っ
た
数
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

こ
こ
で
は
こ
の
［
消
息
文
・
文
頭
］
の
例
に
特
に
注
目
す
る
こ
と
で
、

記
述
文
で
あ
る
消
息
文
と
、
口
頭
表
現
で
あ
る
対
話
文
と
い
う
出
現
環
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境
が
異
な
る
文
に
、
な
ぜ
「
転
換
の
サ
テ
」
が
現
れ
る
こ
と
が
出
来
た

の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

消
息
と
い
う
の
は
限
ら
れ
た
空
間
で
そ
の
出
し
手
と
受
け
手
が
判
然

と
し
た
、
一
方
向
性
の
下
で
行
わ
れ
る
書
記
言
語
に
よ
る
伝
達
活
動
で

あ
る
。
消
息
の
紙
面
は
そ
の
性
質
上
当
然
有
限
で
あ
り
、
消
息
の
出
し

手
は
様
々
な
話
題
を
そ
の
限
ら
れ
た
紙
面
に
収
ま
る
よ
う
に
受
け
手
に

対
し
て
示
す
必
要
が
生
じ
る
。
ま
た
、
そ
の
消
息
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
話

題
変
更
が
あ
っ
て
も
そ
れ
が
同
一
の
消
息
の
中
で
の
記
述
で
あ
れ
ば

「
当
該
の
書
き
手
か
ら
当
該
の
受
け
手
へ
の
伝
達
内
容
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
が
、
そ
の
伝
達
内
容
が
消
息
と
い
う
媒
体
に
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
保
証
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
消
息
文
は
消
息
の
出
し
手
か

ら
受
け
手
へ
の
伝
達
内
容
を
記
述
し
た
文
で
あ
り
、
ま
た
一
方
、
対
話

文
は
口
頭
表
現
に
よ
っ
て
話
し
手
か
ら
聞
き
手
に
伝
達
内
容
を
伝
え
る

文
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
消
息
文
と
対
話
文
は
共
に
、
発
し
手
か
ら
受

け
手
に
伝
達
内
容
を
伝
え
る
文
、
伝
達
文
と
し
て
そ
の
機
能
に
共
通
性

が
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
そ
の
文
体
に
お
い
て
も
、
特
に
中
古
散
文
作
品
の
消
息
文
の
場

合
、

（
83
）
北
の
方
、
大
宮
の
御
返
り
聞
こ
え
た
ま
ふ
。（
消
息
）
か
し
こ
ま

り
て
承
り
ぬ
。（『
う
つ
ほ
物
語
』「
蔵
開　

上
」、
三
九
三
頁
）〈
俊
蔭

女
で
あ
る
北
の
方
か
ら
大
宮
へ
の
、
消
息
の
返
事
。〉

（
84
）
あ
こ
ぎ
が
も
と
に
、
少
将
の
御
文
あ
り
。（
消
息
）
い
か
に
。
そ

の
部
屋
は
あ
く
や
と
、
い
み
じ
く
な
む
。（『
落
窪
物
語
』
巻
之
一
、
一

一
三
頁
）〈
少
将
か
ら
あ
こ
ぎ
へ
の
消
息
。〉

（
85
）
ま
だ
い
と
深
き
朝
に
御
文
あ
り
。
例
の
、
う
は
べ
は
け
ざ
や
か

な
る
立
文
に
て
、（
歌
）「
い
た
づ
ら
に
分
け
つ
る
道
の
露
し
げ
み
む
か

し
お
ぼ
ゆ
る
秋
の
空
か
な
（
消
息
）
御
気
色
の
心
憂
さ
は
、
こ
と
わ
り

知
ら
ぬ
つ
ら
さ
の
み
な
ん
。
聞
こ
え
さ
せ
む
方
な
く
」
と
あ
り
。
御
返

し
な
か
ら
む
も
、
人
の
、
例
な
ら
ず
見
咎
む
べ
き
を
、
い
と
苦
し
け
れ

ば
、（
消
息
）「
う
け
た
ま
は
り
ぬ
。
い
と
な
や
ま
し
く
て
、
え
聞
こ
え

さ
せ
ず
」　

と
ば
か
り
書
き
つ
け
た
ま
へ
る
を
、（『
源
氏
物
語
』「
宿
木
」

四
三
一
頁
）〈
薫
か
ら
中
の
君
へ
の
消
息
と
、
そ
れ
を
受
け
て
の
中
の

君
か
ら
薫
へ
の
返
事
の
消
息
。〉

の
よ
う
に
、
そ
の
内
容
の
み
な
ら
ず
書
き
ぶ
り
自
体
が
対
話
文
と
酷
似

し
て
お
り
（　

部
参
照
）、
消
息
文
と
対
話
文
の
文
体
の
差
が
現
代
語

の
そ
れ
ら
よ
り
も
非
常
に
小
さ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
、
伝
達
文
と
し
て
の
機
能
の
共
通
性
と
文
体
の
類
似
性

か
ら
、
特
に
古
典
語
の
消
息
文
と
対
話
文
の
間
に
は
互
換
的
な
関
係
が

あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
も
良
い
か
と
思
わ
れ
、
よ
っ
て
記
述
文
で
あ

る
消
息
文
と
口
頭
表
現
で
あ
る
対
話
文
と
い
う
出
現
環
境
が
異
な
る
文

に
、
共
に
「
転
換
の
サ
テ
」
が
現
れ
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
、
消
息
文

と
対
話
文
の
間
に
互
換
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
が
下
地
と

な
っ
て
、
中
古
、
中
世
で
は
対
話
文
、
消
息
文
で
主
に
用
い
ら
れ
て
い

た
『
転
換
の
サ
テ
』
が
接
続
詞
の
サ
テ
と
し
て
近
世
以
降
は
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　

次
に
、
な
ぜ
「
サ
テ
」
が
指
示
す
る
具
体
的
な
意
味
内
容
が
「
サ
テ
」
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の
前
部
に
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、『
転
換
の
サ
テ
』
に
よ
っ
て
文
ど

う
し
の
関
係
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

　

本
発
表
の
二
．
二
．
項
か
ら
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、「
サ
テ
」
は
指

示
副
詞
「
サ
」
が
指
示
す
る
具
体
的
な
内
容
が
「
サ
テ
」
の
前
部
に
見

ら
れ
る
例
（
①
）
と
、
見
ら
れ
な
い
例
（
②
）
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、「
サ

テ
」
が
文
中
に
置
か
れ
て
副
詞
と
し
て
は
た
ら
く
例
（
①
―
Ａ
．
の
例
）

と
、
文
頭
に
置
か
れ
て
副
詞
と
し
て
は
た
ら
く
例
（
①
―
Ｂ
1
．
の
例
）、

『
転
換
の
サ
テ
』
と
し
て
は
た
ら
く
例
（
②
―
Ａ
．
の
例
）
を
用
例
を

挙
げ
て
観
察
す
る
と
、（
①
―
Ａ
．
の
例
）、（
①
―
Ｂ
1
．
の
例
）、（
②

―
Ａ
．
の
例
）
の
順
に
「
サ
テ
」
の
「
サ
」
の
指
示
詞
と
し
て
の
概
念

的
な
意
味
（
語
彙
的
意
味
）
が
消
失
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

・（
①
―
Ａ
．
の
例
）

（
5
）〈
再
掲
〉「
雨
い
み
じ
う
降
る
を
り
に
来
た
る
人
な
む
、
あ
は
れ

な
る
。
日
ご
ろ
お
ぼ
つ
か
な
く
、
つ
ら
き
事
も
あ
り
と
も
、
さ
て
濡
れ

て
来
た
ら
む
は
、
憂
き
事
も
み
な
忘
れ
ぬ
べ
し
」（『
枕
草
子
』
第
二
七

四
段
、
四
二
五
頁
）

（
6
）〈
再
掲
〉
さ
て
少
将
わ
今
し
ば
ら
く
も
念
仏
の
功
を
も
積
み
た
う

ご
ざ
れ
ど
も
，
都
に
待
つ
人
ど
も
も
，
心
も
と
な
う
ご
ざ
ら
う
ず
る
ほ

ど
に
，
ま
づ
ま
か
り
上
る
：
ま
た
こ
そ
参
ら
う
ず
れ
と
言
う
て
，
亡
者

に
い
と
ま
ご
い
を
し
て
，
泣
く
泣
く
そ
こ
を
た
た
れ
た
．
草
の
か
げ
で

も
さ
こ
そ
名
残
を
し
ゅ
う
思
わ
れ
つ
ら
う
：
さ
れ
ど
も
さ
て
あ
ら
う
ず

る
こ
と
で
な
け
れ
ば
，
そ
こ
を
た
っ
て
同
じ
三
月
の
十
九
日
に
少
将
わ

鳥
羽
え
明
か
う
つ
か
れ
た
．（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
一
・
第
十
一
、

七
九
頁
）

・（
①
―
Ｂ
1
．
の
例
）

（
7
）〈
再
掲
〉「
か
れ
は
、
い
と
あ
や
し
き
人
の
癖
に
て
、
文
一
く
だ

り
や
り
つ
る
が
、
は
づ
る
る
や
う
な
け
れ
ば
人
の
妻
、
帝
の
御
妻
も
持

た
る
ぞ
か
し
。
さ
て
身
い
た
づ
ら
に
な
り
た
る
や
う
な
る
ぞ
か
し
。」

（『
落
窪
物
語
』
巻
之
一
、
九
三
頁

（
8
）〈
再
掲
〉「
此
神
輿
か
き
か
へ
し
奉
れ
や
」
と
僉
議
し
け
れ
ば
、

数
千
人
の
大
衆
、
先
陣
よ
り
後
陣
ま
で
、
皆
、
尤
々
と
ぞ
同
じ
け
る
。

さ
て
神
輿
を
先
立
て
参
ら
せ
て
、
東
の
陣
頭
、
待
賢
門
よ
り
入
れ
奉
ら

む
と
し
け
れ
ば
、（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
一
・
神
輿
振
、
八
七

頁
）

・（
②
―
Ａ
．
の
例
）

（
11
）〈
再
掲
〉
女
、（
歌
）
な
ぎ
さ
な
る
袖
ま
で
潮
は
満
ち
来
と
も
葦

火
た
く
屋
し
あ
れ
ば
干
ぬ
ら
む　

な
ど
な
む
、
い
ひ
お
こ
せ
た
り
け
る
。

さ
り
け
れ
ば
、
久
し
く
も
長
居
で
、
帰
り
来
に
け
り
。〈
こ
こ
ま
で
三

五
段
。〉
さ
て
、
こ
の
男
、
そ
の
年
の
秋
、
西
の
京
極
、
九
条
の
ほ
ど

に
い
き
け
り
。（『
平
中
物
語
』
三
六
段
、
五
二
二
頁
〈
こ
れ
は
三
六
段

の
冒
頭
に
置
か
れ
た
「
サ
テ
」
の
例
。〉）

（
12
）〈
再
掲
〉「
侍
共
に
矢
一
つ
射
か
け
候
は
ん
」
と
申
し
け
れ
ば
、「
年
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来
の
重
恩
を
忘
れ
て
、
今
此
有
様
を
見
は
て
ぬ
不
当
人
を
ば
、
さ
な
く

と
も
あ
り
な
ん
」
と
宣
へ
ば
、
力
お
よ
ば
で
と
ど
ま
り
け
り
。「
扨
小

松
殿
の
君
達
は
い
か
に
」
と
宣
へ
ば
、「
い
ま
だ
御
一
所
も
見
え
さ
せ

給
ひ
候
は
ず
」
と
申
す
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
七
・
一
門
都

落
、
八
三
頁
）

　

以
上
（
5
）
か
ら
（
12
）
の
用
例
を
見
る
と
、「
サ
テ
」
の
「
サ
」

の
概
念
的
な
意
味
（
語
彙
的
意
味
）
は
段
階
的
に
消
失
し
、「
意
味
の

漂
白
化（

（
（

」
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。（
5
）、（
6
）
で

は
文
中
の
、（
7
）、（
8
）
で
は
文
頭
の
「
サ
テ
」
の
前
文
ま
で
に
「
サ

テ
」
の
「
サ
」
が
指
示
す
る
具
体
的
な
内
容
が
語
的
要
素
と
し
て
現
れ

て
い
る
（　
　

部
）
の
が
、（
11
）、（
12
）
で
は
「
サ
テ
」
の
前
文
ま

で
に
「
サ
」
が
指
示
す
る
具
体
的
な
内
容
が
語
的
要
素
と
し
て
は
現
れ

ず
、
こ
の
（
11
）、（
12
）
の
「
サ
テ
」
は
「
サ
テ
」
が
置
か
れ
て
い
る

そ
の
前
後
文
を
関
係
付
け
、
文
と
文
と
の
結
束
性
を
示
す
と
い
う
機
能

的
な
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
。
こ
の
「
サ
テ
」
の
機
能
の
変
化
は
「
サ

テ
」
が
「
再
分
析（

（
（

」
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ

は
、
前
述
の
「
サ
テ
」
の
「
意
味
の
漂
白
化
」
と
共
に
「
サ
テ
」
の
「
文

法
化（

（
（

」
の
証
左
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
転
換
の
サ
テ
』
の
場
合
、
元

来
は
副
詞
と
し
て
概
念
的
な
語
彙
的
意
味
を
持
っ
て
は
た
ら
い
て
い
た

語
「
サ
テ
」
が
「
意
味
の
漂
白
化
」
に
よ
っ
て
そ
の
語
彙
的
意
味
を
消

失
し
、代
わ
っ
て
文
法
的
機
能
を
も
っ
て
は
た
ら
く
語「
サ
テ
」と
な
っ

た
と
い
う
経
緯
が
用
例
か
ら
辿
れ
る
と
思
わ
れ
る
。そ
し
て
、こ
の「
サ

テ
」
の
文
法
化
に
よ
る
副
詞
か
ら
『
転
換
の
サ
テ
』、
つ
ま
り
は
接
続

詞
の
「
サ
テ
」
に
向
か
う
も
の
と
し
て
の
そ
の
変
化
は
、「
サ
テ
」
の

語
用
論
的
な
拡
張
だ
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
「
主
観
化（

（
（

」
に
よ
る
変
化

で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
「
サ

テ
」
を
使
う
話
し
手
の
推
論
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
本
論
の
用
例
に
よ
っ
て
示
し
た
『
転
換
の
サ
テ
』
は

接
続
詞
の
「
サ
テ
」
に
向
か
う
も
の
と
し
て
考
え
て
よ
い
か
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
発
達
は
中
世
後
期
か
ら
次
代
の
近
世
に
か
け
て
で
あ
る
と

予
測
さ
れ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

三
．
ま
と
め

　

本
発
表
で
は
「
サ
テ
」
の
前
部
に
「
サ
テ
」
が
指
示
す
る
具
体
的
な

内
容
が
見
ら
れ
な
い
、
そ
の
前
後
部
で
話
題
が
変
わ
る
位
置
に
現
れ
る

「
サ
テ
」
に
注
目
し
て
こ
の
よ
う
な
用
法
を
持
つ
「
サ
テ
」
を
『
差
し

込
み
の
サ
テ
』
と
名
付
け
た
。
こ
の
『
差
し
込
み
の
サ
テ
』
は
接
続
詞

的
用
法
を
以
て
は
た
ら
く
も
の
と
、
感
動
詞
的
用
法
を
以
て
は
た
ら
く

も
の
と
が
あ
る
が
、
本
論
で
は
『
差
し
込
み
の
サ
テ
』
の
う
ち
前
者
の
、

そ
の
前
後
部
の
関
係
付
け
を
行
う
こ
と
で
接
続
詞
的
用
法
を
以
て
は
た

ら
く
「
サ
テ
」
を
『
転
換
の
サ
テ
』
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
よ
う
な

『
転
換
の
サ
テ
』
が
古
典
散
文
作
品
中
に
お
い
て
、
そ
の
前
部
ま
で
の

文
の
内
容
を
承
け
つ
つ
、
文
脈
を
一
旦
切
り
、
新
た
な
物
語
、
章
段
、

話
題
な
ど
の
始
ま
り
を
示
し
、
話
の
場
を
転
換
さ
せ
る
機
能
を
以
て
は

た
ら
く
こ
と
、
用
例
の
状
況
よ
り
対
話
文
、
消
息
文
か
ら
生
じ
た
と
見
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ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
対
話
文
か
ら
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る

『
転
換
の
サ
テ
』
が
既
に
中
古
の
資
料
（『
う
つ
ほ
物
語
』）
の
消
息
文

に
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
対
話
文
と
消
息
文
の
、
伝
達
文
と

し
て
の
機
能
の
共
通
性
と
文
体
の
類
似
性
か
ら
、
特
に
古
典
語
の
消
息

文
と
対
話
文
の
間
に
は
互
換
的
な
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
こ

と
で
説
明
さ
れ
る
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、『
う
つ
ほ
物
語
』
中
の
消
息
文
に
『
転
換
の
サ
テ
』
の
用

例
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
消
息
文
は
、「
消
息
」

と
い
う
書
き
手
と
読
み
手
が
確
定
し
て
お
り
物
理
的
に
制
限
の
あ
る
空

間
に
記
述
さ
れ
る
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
空
間
（
消
息
の
書

面
）
に
複
数
の
話
題
に
つ
い
て
連
続
す
る
形
で
文
を
書
き
連
ね
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
可
能
性
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
副
詞
的
用
法
か
ら
接
続
詞
的
用
法
の
「
サ
テ
」
の
用
法
の
変

化
に
つ
い
て
は
「
サ
テ
」
の
再
分
析
の
結
果
と
考
え
、「
サ
テ
」
の
「
意

味
の
漂
白
化
」
と
共
に
「
サ
テ
」
の
文
法
化
に
よ
る
も
の
と
し
、『
転

換
の
サ
テ
』
が
接
続
詞
の
「
サ
テ
」
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

（
注
）

（
1
）　

こ
の
「
場
」
は
高
橋
（
一
九
五
六
）〈
後
に
金
水
敏
・
田
窪
行
則
編
（
一

九
九
二
ａ
）
に
再
録
。〉
に
よ
る
。

（
2
）　

百
瀬
（
二
〇
一
八
ｂ
）

（
3
）　

橘
豊
（
一
九
九
八
）『
手
紙
文
の
国
語
学
的
研
究
』
に
は
、「
こ
の
時
代

（
論
者
注
：
中
古
を
指
す
。）
の
か
な
の
手
紙
を
今
日
に
伝
え
る
材
料
と
し
て
、

物
語
や
説
話
に
掲
載
さ
れ
た
手
紙
が
挙
げ
ら
れ
る
。」
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』

中
の
「
宿
木
」
で
薫
が
中
の
君
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
の
返
信
を
挙
げ
、「
か

な
文
で
あ
る
か
ら
、
敬
意
・
丁
寧
の
意
を
表
す
「
侍
り
」
や
「
給
ふ
」
が
頻

繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
他
、「
う
け
給

は
り
ぬ
」は
、「
お
手
紙
頂
戴
致
し
ま
し
た
」の
意
で
、ほ
と
ん
ど
今
日
の「
拝

復
」
と
同
じ
」（
同
・
４
１
頁
）
と
あ
り
、
中
古
の
消
息
文
が
今
日
の
手
紙

文
と
同
じ
よ
う
に
、
消
息
の
発
し
手
が
消
息
の
受
け
手
に
話
す
よ
う
に
そ
の

内
容
を
記
述
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）　

近
世
期
に
成
立
し
た
資
料
に
お
け
る
、
全
「
サ
テ
」
の
用
例
数
に
し
め

る
、
②
―
Ａ
．
の
用
例
数
と
、
そ
の
割
合
を
示
す
。

・『
武
道
伝
来
記
』�（
一
六
八
七
）
8
（
地
の
文
5
＋
対
話
文
3
）
／
23
＝
約
３

４
．8
％
。

・『
雨
月
物
語
』（
一
七
七
六
）2（
地
の
文
1
＋
対
話
文
1
）／
5
＝
４
０
．０
％
。

・『
春
雨
物
語
』（
一
八
〇
八
）11（
地
の
文
9
＋
対
話
文
2
）／
19
＝
５
７
．９
％
。

で
あ
り
、
近
世
期
に
は
『
転
換
の
サ
テ
』
は
中
古
、
中
世
期
よ
り
発
達
し
た
と

見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）　
「
意
味
の
漂
白
化
」（bleaching

）は「「
脱
意
味
化
」（desem

aticization

）

と
も
言
わ
れ
、
実
質
的
意
味
内
容
、
概
念
的
意
味
の
消
失
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
。」
と
す
る
。（T

raugott

（2011

）「
文
法
化
と
（
間
）
主
観
化
」

６
２
頁
、（
福
元
広
二
訳
）『
シ
リ
ー
ズ
言
語
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
０
３　

歴
史

語
用
論
入
門
』
大
修
館
書
店

（
6
）　
「
再
分
析
」
は
「
隣
接
す
る
い
く
つ
か
の
構
成
素
の
文
法
構
造
を
、
そ

の
語
順
を
変
え
る
こ
と
な
く
別
の
構
造
に
変
え
る
こ
と
」
と
す
る
。

（T
raugott

（2011

）「
文
法
化
と
（
間
）
主
観
化
」
６
０
頁
、（
福
元
広
二
訳
）

『
シ
リ
ー
ズ
言
語
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
０
３　

歴
史
語
用
論
入
門
』
大
修
館
書
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店
（
7
）　
「
文
法
化
と
は
、
文
法
的
要
素
が
（
史
的
に
）
発
達
し
て
、
関
連
す
る

一
連
の
機
能
的
・
語
用
論
的
・
意
味
的
・
形
態
統
語
的
・
音
韻
的
変
化
が
生

じ
る
こ
と
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
す
る
。（T

raugott

（2011

）「
文

法
化
と
（
間
）
主
観
化
」
５
９
頁
、（
福
元
広
二
訳
）『
シ
リ
ー
ズ
言
語
学
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
０
３　

歴
史
語
用
論
入
門
』
大
修
館
書
店

（
8
）　
「
主
観
化
は
、
表
現
の
概
念
内
容
に
変
化
が
生
じ
た
り
、
態
度
や
信
条

を
コ
ー
ド
化
し
調
節
す
る
た
め
に
意
味
が
加
え
ら
れ
た
り
す
る
の
に
伴
っ
て

起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
び
と
の
相
互
作
用
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
生

じ
る
意
味
変
化
で
あ
る
。」（T

raugott
（2011

）「
文
法
化
と
（
間
）
主
観
化
」

６
５
頁
、（
福
元
広
二
訳
）『
シ
リ
ー
ズ
言
語
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
０
３　

歴
史

語
用
論
入
門
』
大
修
館
書
店

（
補
注
）『
う
つ
ほ
物
語
』
以
外
の
本
発
表
で
扱
っ
た
古
典
散
文
作
品
中
に
現
れ

た
消
息
文
数
と
、
そ
の
中
で
贈
り
物
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ
た
部
分
の
数

を
以
下
に
示
す
。

※
1
上
記
表
に
つ
い
て
は
、
伊
原
（
一
九
六
五
）「
物
語
に
お
け
る
色
紙
と
文

付
枝
の
配
色
―
特
に
源
氏
物
語
に
つ
い
て
―
」、
田
中
（
一
九
八
八
）「
源
氏

物
語
の
手
紙
―
数
と
形
と
―
」
を
参
考
に
し
て
、
論
者
自
身
が
調
査
し
た
内

容
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

※
2
消
息
文
は
、
具
体
的
に
消
息
文
の
文
面
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
、「
京
に
、

そ
の
人
の
御
も
と
に
と
て
、
文
か
き
て
つ
く
。」（『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
、

一
二
一
頁
）
な
ど
に
つ
い
て
も
数
え
て
い
る
。

　
　

上
記
表
に
つ
い
て
、
そ
の
総
数
は
、
７
９
／
８
２
０
で
、
消
息
文
の
う
ち
、

贈
り
物
に
つ
い
て
の
言
及
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
消
息
文
全
体
の
う
ち
の
約

９
．６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

し
か
し
、
上
記
表
中
の
消
息
文
に
は
『
転
換
の
サ
テ
』
の
用
例
は
見
ら
れ

な
い
。
こ
れ
は
、
上
記
表
に
挙
げ
た
資
料
に
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
消
息

文
の
よ
う
な
、
消
息
文
の
文
面
自
体
に
つ
い
て
の
記
述
部
分
自
体
が
な
く
、

※
で
挙
げ
た
よ
う
な
、「
文
を
書
い
た
」
旨
の
記
述
が
地
の
文
な
ど
で
確
認

で
き
る
の
み
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
参
考
文
献
）

糸
井
通
浩
（
一
九
八
七
）「
中
古
文
学
と
接
続
語
―
「
か
く
て
」「
さ
て
」
を
中

心
に
―
」『
日
本
語
学
』
第
六
巻
第
九
号
、
明
治
書
院
、
八
四
―
九
四
頁

資料名 消息文中での贈り物に
ついての言及部分の数
/消息文数

『大和物語』 1／19

『平中物語』 0／8

『落窪物語』 12／57

『枕草子』 7／28

『源氏物語』 55／672

『堤中納言物語』 0／8

『浜松中納言物語』 4／28
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伊
原
昭
（
一
九
六
五
）「
物
語
に
お
け
る
色
紙
と
文
付
枝
の
配
色
―
特
に
源
氏

物
語
に
つ
い
て
―
」『
季
刊
文
学
・
語
学
』
第
三
七
号
、
全
国
大
学
国
語

国
文
学
会
編
、
三
省
堂
、
五
八
―
七
一
頁

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
二
）「
指
示
副
詞
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
―
サ
系
列
・

ソ
系
を
中
心
に
―
」『
国
語
学
』
第
五
三
巻
第
三
号
、（
二
一
〇
）、
国
語

学
会
、
一
―
一
七
頁

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
六
）「
感
動
詞
・
曖
昧
指
示
表
現
・
否
定
対
極
表
現
に
つ

い
て
―
ソ
系
（
ソ
・
サ
系
列
）
指
示
詞
再
考
―
」『
日
本
語
の
研
究
』
第

二
巻
第
二
号
、
日
本
語
学
会
、
七
七
―
九
一
頁

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
八
）「
指
示
語
「
サ
テ
」
の
歴
史
的
用
法
と
変
化
に
つ
い

て
―
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
―
」『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
十
七
、

国
語
語
彙
史
研
究
会
編

岡
﨑
友
子
（
二
〇
一
一
）「
指
示
詞
系
接
続
語
の
歴
史
的
変
化
―
中
古
の
「
カ

ク
テ
・
サ
テ
」
を
中
心
に
―
』『
日
本
語
文
法
の
歴
史
と
変
化
』
青
木
博

史
編　

く
ろ
し
お
出
版
、
六
七
―
八
七
頁

小
野
寺
典
子
（
二
〇
一
一
）「
談
話
標
識
（
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
マ
ー
カ
ー
）
の
歴

史
的
発
達　

英
日
語
に
見
ら
れ
る
（
間
）
主
観
化
」『
シ
リ
ー
ズ
言
語
学

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
０
３　

歴
史
語
用
論
入
門
』
大
修
館
書
店
、
七
三
―
九
〇

頁

金
水
敏
・
田
窪
行
則
編
（
一
九
九
二
ａ
）『
指
示
詞
』
日
本
語
研
究
資
料
集
；

第
１
期
第
７
巻
、
ひ
つ
じ
書
房

甲
田
直
美
（
１
９
９
５
）「
転
換
を
表
す
接
続
詞
「
さ
て
」「
と
こ
ろ
で
」「
で
は
」

を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
２
１
、
筑
波
大
学
日
本
語
日
本

文
学
会
編
、
三
一
―
四
二
頁

高
橋
太
郎
（
一
九
五
六
）「「
場
面
」
と
「
場
」」『
国
語
国
文
』
二
五
（
九
）、

五
九
一
―
五
九
九
頁
〈
後
に
金
水
敏
・
田
窪
行
則
編
（
一
九
九
二
ａ
）『
指

示
詞
』
日
本
語
研
究
資
料
集
；
第
1
期
第
7
巻
、
ひ
つ
じ
書
房
、
三
八
―

四
六
頁
に
再
録
。〉

田
窪
行
則
・
金
水
敏
（
一
九
九
六
）「
複
数
の
心
的
領
域
に
よ
る
談
話
管
理
」『
認

知
科
学
』vol.3, N

o.3, 

日
本
認
知
科
学
会
、
五
九
―
七
四
頁

橘
豊
（
一
九
九
八
）『
手
紙
文
の
国
語
学
的
研
究
』
風
間
書
房

田
中
仁
（
一
九
八
八
）「
源
氏
物
語
の
手
紙
―
数
と
形
と
―
」『
親
和
女
子
大
学

研
究
論
叢
』
21
、
親
和
女
子
大
学
、
三
九
―
一
一
七
頁

T
raugott, Elizabeth Closs

（
一
九
九
五
）The Role of the D

evelopm
ent 

of D
iscourse M

arkers in a T
heory of Gram

m
aticalization 

Paper presented at ICH
L X
II, M

anchester 1995; V
ersion of 

11/97 1

―23

頁
（http

：//w
w
w
.stanford.edu/

～traugott/ect

‐

papersonline.htm
l

よ
り
２
０
１
８
年
１
２
月
２
８
日
閲
覧
。）

T
raugott, Elizabeth Closs

（
二
〇
一
一
）「
文
法
化
と
（
間
）
主
観
化
」（
福

元
広
二
訳
）『
シ
リ
ー
ズ
言
語
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
０
３　

歴
史
語
用
論
入

門
』
大
修
館
書
店
、
五
九
―
七
〇
頁

坪
井
暢
子
（
一
九
九
一
）「
源
氏
物
語
の
消
息
文
に
関
す
る
一
考
察
」『
人
間
文

化
研
究
年
報
』
第
１
５
号
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
間
文
化
研
究
科
、
五

三
―
六
四
頁

中
野
幸
一
（
一
九
八
一
）『
う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院

西
田
隆
政
（
二
〇
〇
一
）「
源
氏
物
語
に
お
け
る
指
示
語
「
さ
て
」
の
用
法
―

平
安
和
文
で
の
接
続
詞
的
用
法
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
語
彙
史

の
研
究
』
二
十
、
国
語
語
彙
史
研
究
会
、
和
泉
書
院
、
一
二
七
―
一
三
九

頁

長
谷
川
哲
子
（
二
〇
〇
〇
）「
転
換
の
接
続
詞
「
さ
て
」
に
つ
い
て
」『
日
本
語

教
育
』
１
０
５
号
、
日
本
語
教
育
学
会
、
二
一
―
３
０
頁

浜
田
麻
里
（
一
九
九
五
ａ
）「
い
わ
ゆ
る
添
加
の
接
続
語
に
つ
い
て
」『
複
文
の



― 102 ―
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研
究
（
下
）』
仁
田
義
雄
編
、
く
ろ
し
お
出
版
、
四
三
九
―
四
六
一
頁

浜
田
麻
里
（
一
九
九
五
ｂ
）「
サ
テ
、
デ
ハ
、
シ
カ
シ
、
ト
コ
ロ
デ
―
転
換
の

接
続
詞
―
」『
日
本
語
類
義
表
現
の
文
法
（
下
）　

複
文
・
連
文
編
』
宮
島

達
夫
・
仁
田
義
雄
編
、
く
ろ
し
お
出
版
、
六
〇
〇
―
六
〇
七
頁

藤
井
俊
博
（
二
〇
〇
三
）『
今
昔
物
語
集
の
表
現
形
成
』
研
究
叢
書
三
〇
六
、

和
泉
書
院

藤
井
俊
博
（
二
〇
一
六
）『
院
政
鎌
倉
期
説
話
の
文
章
文
体
研
究
』
研
究
叢
書

四
六
八
、
和
泉
書
院

藤
本
真
理
子
（
二
〇
〇
八
）「
ソ
系
列
指
示
詞
に
よ
る
聞
き
手
領
域
の
形
成
」『
語

文
』
九
〇
輯
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
、
四
〇
―
五
三
頁

百
瀬
み
の
り
（
二
〇
一
八
）「
中
古
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
感
動
詞
「
サ
テ
」

の
成
立
―
前
文
脈
を
踏
ま
え
な
い
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
―
」『
詞
林
』
第

六
十
四
号
、
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
、
四
七
―
六
二
頁

［
用
例
採
集
資
料
］

・『
竹
取
物
語
』、『
伊
勢
物
語
』、『
大
和
物
語
』、『
平
中
物
語
』、『
土
佐
日
記
』

『
蜻
蛉
日
記
』、『
落
窪
物
語
』、『
堤
中
納
言
物
語
』、『
枕
草
子
』、『
源
氏
物
語
』、

『
浜
松
中
納
言
物
語
』、『
住
吉
物
語
』『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』、『
保
元
物
語
』、

『
平
治
物
語
』、『
平
家
物
語
』、『
狂
言
集
』
以
上
全
て
『
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
』（
小
学
館
刊
行
）
に
依
っ
た
。

・『
天
草
版
平
家
物
語
』　

江
口
正
弘
著
（
１
９
８
６
）『
天
草
版
平
家
物
語
対

照
本
文
及
び
総
索
引
』（
明
治
書
院
）

・
検
索
サ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジhttp://japanknow

ledge.com
/

・
国
立
国
語
研
究
所
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（
Ｃ
Ｈ
Ｊ
）』（
コ
ー
パ
ス
検
索

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
『
中
納
言
』）

https://chunagon.ninjal.ac.jp/

　
（
最
終
ア
ク
セ
ス
日　

共
に
二
〇
一
九
年
一
月
二
五
日
）

�

（
も
も
せ
・
み
の
り　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）




